












^ ミュンヘン•ホリンピ 
^ ックにつながる来春の世 
爪界選手権關幕まであと目 
へ ヶ月を残すだけになつた 
ン 日本協会では第3次候 
ぺお選手？3名をすでに発表 
ンし、化表みをへの最終段 

ユ階に入り、強化が策委員 
. f 二をの動きもいつそぅ活気 
をましている。 

世界選手権の代表を選ぶのに 
第 S 次まで候補をつみ重ねて来 
たのは斯界では初めてのことで 
あり、憤重•厳選いずれともい 
え結構な話だと思ぅ。 

今までのようなィンスタント 
なを日本編成では"世界の鹽。 
はとうてい突き破ることはでき 
ず、周到な準備とコ—チンダス 
タッフの責任体制が確立されて 
こそ成果が期待できるわけであ 
ろろ。 

ところで、 ヨー ロッパ遠征選 
手団によれば、ョ I □ッパ各国 
のナショナルチームの選手層の 
厚さは聞きしにまさるものがあ 
る、という。 

各国とも例外なく W 〜如名の 
ナショナルプレィヤ I を常に用 
意し、試合相手によつてメンバ 
I を多彩に使い分けるようだ。 

遠征した全日本が、ル I マニ 
ア巨との第1戦に勝つと、，第2 
戦では2〜3人の新メンバーを 


加えて来たそうでその試合にも 
全日本ボ勝つと、タシマイ ダン 
が(通算第3戦〕の時にはさらに 
メンバーが変っていたという。 
しかもルーマニアはタシマイ ダ 
ンがとほとんど同時期にマドリ 
ッドで開かれたスペイントーナ 
メント に別のナショナル チ^ —ム 
を送りこんでいるのだ。 

ーチーム分の金日本を編成す 
るのがやつという斯界の実情と 
比ぶべくもないがやはりこうし 
たシステムは一日も早く採りい 
れるべきであろう。 

村田強化対策委員長は『全日 
本 A がョ J 日ッパに遠征してい 
る時、 B は日本で外国チ—ムと 
国際試合、ジュニアを主力の C 
は韓国に遠征中……』というの 
ボ夢だと話してくれた。 

現状ではこれは文字通り夢で 
正気の発言かとまで云われかね 
ないが、せめて全日本と全日本 
ジュニアの編成まではこぎつけ 
るべきではなかろうか。 

二卒直に云って現在のナショナ 
ルチ1ムのうちミュンヘン*ホ 
リンピックに戦力として残り得 
るのは半数であろう。主力とな 
るべきは現巧の大学生でをり高 
校の上級生なのだ。将来性のあ 
る精鋭を集めて「次代の全日本」 
ボ早い時期に組織化され るよう 
希望したい。(杉山〕 


9月别日東京で聞かれ 

評 た全国理事会席上、•田村 
会長から「評議員の巧理 
資格緩和」に関する提案 
が岀された。 

時 U 月ホのを国評議員会 
で承認のぅえ、規約が聖' 
更されることになるが、この決 
定は、今後の日本協会運営にか 
なり大きな影響を及ぼずのでは 
ないか.と思はれる。 

これまで評議員の巧理資格は 
組織•加盟団体の副会長に限ら 
れていた。 

しかし、毎年2回 (2 月定例 
の月臨時〕開かれる評議員会に 
副会長が代理化席する例は少な 
く、ほとんど委任状といぅ.のが 
実情。実際に顔を揃えるのは W 
人足らずで、斯界の最高機関と 
呼ぶにはあまりにも低調だった 

田村会長は、会長就任拉前か 
らこの点の善処を強く要望して 
いたもので1今回の提案は懸案 
の実萌といつてもよい。 

ところで、新規約によって代 
理資格は各組織•加盟団体の理 
事長またはこれに巧わる者と大 
ホに緩和されるわけだが、評議 
員はあくまで各組織•加盟団体 
の会長であることを忘れてはな 
らない。 

一部に、今回の緩和は評議員会， 
の"重み"を失うものだといろ 


声が聞かれるのも、そうしたム 
配があるからだろう。 

代理を立てられるのは評議員 
がやむを得ぬ事情のある場合に 
限られ、初めから巧理者が出る 
の-ではないことを自覚ずべきだ。 

巧理者に日本協会彼員を をて 
ることはできないという現巧規 
約(第巧をの2〕は当然のこと 
ながら活かされるから副会長獻 
下の代理者を送る場合、組織や 
加盛固体によっては出席者のス 
ヶ ー ルはかなり少さくな ろう 0 

評議員会には、評議員自身が 
出席することが最も望ましいの 
であり、今回の改訂は前進では 
なく筆者にいわせれば、むしろ 
お速打開の苦肉の策である。 

一人の代理出席も、一枚の委 
巧がもない評議員会を開きたい 
という田村会長の真意を評議員 
諸賢と関係者はもういちど理解 
すべきだ。 

ところで、同席上、将来構想 
の一つとして評議員会に学識経 
験者(若干名)を加えたいとい 
う意向ボ田村会長から示された。 

これは巧きらかに"前進"意 
見であり、ぜひ実現へ検討を重 
ねて欲しい。今回の提案に限ら 
ず田ぜ会長が積極的に日本協会 
運営に対し意見を述べられてい 
ることへ敬意を表したい。 

(X) 


——『ハンドボール」- 

W 月号(第が号〕目巧 
「ミュンヘンへの道」 . W 


金日本第3次候補を発表： 
理事長に荒川清美氏 . 


全日本男子、国内転戦記録…® 

全日本男子チ I ムをみて 

光島磯雖……所 


金日本学生選抜東西対抗： 

球界•ハトロール . 


李韓国高破監督に聞く . 的 

日体大韓国遠征帮告(下)……^ 

ハンドボールの歩み® . : S 

欧州遠征全日本男モリポ—卜 


選手寄稿 ほか. 


ヨ I 。ッパの蚊術研究 W ……^ 

第別回国体展望 . 淵 

各地の記録 . 舰 


I 編集後記. 


表紙写真 U 日韓高校第2戦•下 
閣中央 H — 朝綿大附属高戦か 
ら (8 月 W 日•駒が〕 

撮影•山田真市 
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を日本男チ第3次候補幻名決まる 

側則錦欧州遠征勢に江名0二景)ら参加 

日本協会は 9 月 U 日ままで、巧春フランスで開かれる第 7 回世界男子 7 人 制 選手権に 
出場する全日本男子代表第 3 なお補選手 U 名のを簿をを表した。 

第3々お補選手は9月末と U 巧中旬に強化合宿を巧ったのち、晴れの代表選手 M 名 
(予を〕にしぼられることになつている。 

巧表選手の発表は巧ち州日ままで行われる第；3回全日本選お選手権最お日.(閉会式〕 

の予定。 


世巧還手権代表の座をめぐるは 
げしい技.、むの磨きあいは、いよ 
いよ大詰めにぶづいた感じだ。 

モおされたこととは云え今回発 
表された名簿の中には、 5〜7月 
のョーロッパ遠巧に参化した第2 
か候補；3運手(化井運手は辞退. 


別掲)ボ揃って名を連ね、さらに 
これまで全日本強化遇手(全日本 
B ) として、ナショナルチーム ( 
巧2な候補)のゥ H — ティングメ 
ンバーであった選手たちのなかか 

らベテラン江を(立あ大 I 一一一夏 
とル巧口 (立教大4年)、植木 


(中央大4年〕斎藤(日体大3 
年〕、新実(を浦工大2年〕の現 
役4人ボ加えられたのは大いに注 
目される。；2!名の巧表選手をめぐ 
ってますますその，競争"は厳し 
いものになったと.いえるだろぅ。 

今回の第3な候補選手発表まで 
に日本協をは、巧年末まず地方組 
織、化盟団体から候補基手のおせ 
ん書類を提化させ、基手強化対策 
本部(注•当時のを称、本部長荒 
W 清美氏〕の巧せん者と合わせて 
W 名を リストアップした。この W 
をの中から、強か本部によっての 
をの第1な候補運手ボ昨を U 月の 
日に発表され た (本誌 U 号参照〕 
この選手によって1月末に第1回 
合宿を巧い、その粧巧、 U ををを 
2次候補适手(金日本 A 〕、 巧名 
を強化選手(全日本 B 〕 とした。 

さらに第2次候補選手 U をを強 
化のためョーロッパへが遺するこ 
とを2月化日の全国評議員をで決 


め(本誌の口す参照〕5月 W 日から 

約2ヶ月ルーマニア、ハンガリ— 

ユ—ゴ、西ドィッなどを"武者條 
業"しで多大の成果ををげたのは 
周知のとおりである。 

帰国後、8 月 ホにを2な候補と 
強化選手の合同強化合宿ボ東京で 
巧われ、そこでの資料と上半期各 
大会での実績などをかみ合はせて 
第 3 な候補虽手？3名の発表にこぎ 
つけたものだ。なお 3 月 W 日の全 
国 a 事をで強が本部は強巧委とな 
称され、委員長は村田な巧(日体 
大化〕ボつとめている。 

これまで日本は巧子 3 回、ホ子 
2回(ほかに全日本学生1回)国 
際舞台に化場しているが、巧表選 
手を選ぶまでに、このょぅな厳な 
な経過をたどった例はない。 

強化対策一切の責巧をおってい 
る選手強化対策委員をではすでに 
9 月泌日からの日までの 3 日間第 
3 かお補運手の第 1 回合宿(通算 
第6回〕を東京.世田谷区体育館 
で行っているボ、このあと U 月 S 
日から W 日まで第2回合宿('通を 
巧 7 回〕を予を、最終遥ちへのデ 
. —夕^—を整える。 

化井選手が候補を退 

日本協会ではこのほどを日本を 
2な候補化井晴か選ぞ(東京あ大 
—埼玉を員ク〕ボ同候補を辞迫し 
たと発表した。「技術め.体力巧 
限ホ」といぅのボその理由。 


全日本代表 選考委員決まる 

.日本 協会では、 9 月别日の金国 
理事会で、来春の世界選手権(が 
年2弓撕日〜3月8日•フランス 
) に出場する全日本け表：^選手 ( 
予定〕を最終決定する選考委員と 
してかの U 氏を決めた。選考委員 
会は U 月中に予備会議を1回關き 
じ月中旬にけ表を選考する予定。 

荒川理事長、村田選手強化対策 
委員長、若崎技術部長、安廳審判 
部長、山田全日本教職連理事長、 
田中全日本華連理專長、稲石、中 
沢、高橋(英〕、化川、聴各選手 
強化対策委員 

なお、巧野選手強化対策委員 ( 
欧挪遠征コ—チ兼選手〕は全日本 
第 3 次候補にリストアップされて 
いるといぅことで選考委員から除 
かれた。 

第3次候補が初合宿 

全日本男子第 3 次候補の初合宿 
(全日本通算 6 回目〕は 9 月巧日 
からの日まで東京•世田谷体育館 
を練習場にして行われた。 

村田委員長のほか勝、巧野、化 
川、高橋(英)各強化委員、選手 
別名が参加。今回は顔合せといぅ 
V とだったボ、最終選考を 3ヶ月 
後に輕えてどの選手もさすがに緊 
張気味。なお、この合宿を利用し 
て NHK テレビスポ I ツ教室 (U 
月 9 、 W 日放映)の取材が行われ 
た0 




-巧常務理事降（敬称お）- 

〇荒川清美（理事長-会長お） 

を崎重を（会長お）安藤純化（会長お） 
藤本 強（会長推）宮崎慎六（会長推） 

佐义間義巧（会長推）波巧一己（会長お） 
森岡毅雄（会長お）〇山田 計（あ職連） 

〇田中滋章（ま連）〇田中秀夫（芋連） 
〇幅田新太が（高体連）〇入江幅一（関東） 
〇杉山 巧（会長お） 〜〇巧は巧任〜 


理事長に 

荒川清美氏再選 

〜全国理事会( 9 まが常〜 


理事会は各専門部長の報告、村 
巧選手強化対策委員長による全日 
本第3次候補お(本誌2頁参照〕 
及び欧州遠征報告•今後め選手強 
化対策方針などを聞いたをと、日 
本協会運営に関する論議に入った 
この問題は今回の会議の焦点と 
なっていたものである。' 上半期— 
辟に7月末、それまでの方針を撤 
回して全日本第2次候補選手口名 
の国巧試合お場規制を解驗した合 
議スタッフの決定に対する巷間の 
反響は大きく、理事会の一部にも 
批判的なムードが流れていた。そ 
のため事態の収拾と、運営体制の 
いつそうの強力化を企るべく田村 


会長' (合議スタッフの巧表者を兼 
ねている)が緊急招集したのがこ 
の日の会議であった。 

論議はかなり熱し、合議スタッ 
フ制そのものへの疑問が強く出さ 
れ理事長制復活の声が大きかった 

田が会長は、合議 スタッフの 構 
成メンバ ーである 副会長3氏が不 
在(注•西氏は療養中、渡辺巧は 
外酉出張中、保坂氏は陸連関係巧 
事のためそれぞれ欠席〕常務理事 
4巧も欠席(注•いずれも勤務の 
郡合)しでい ることな どから、 こ 
の場で決議せず、結論の延期を提 
案したが変則的ともい える 合議ス 
タツ フ制を このまま 続けていくの 
は問題だとする意見が圧倒的で、_ 
田村会長と合議 スタッフ (常務理 
き)も了承、ただちに理事長選出 
を巧う という 聞会前には予想 もさ 
れなかった進行にな「た。 

理事長選出は無記名投票にょっ 
て巧われ、有効投票？^ (うち白紙 
2) のうち、荒 川 清美氏が K 票を 
得て、再選が決まった。 

荒川巧は昭和侣年から今年2•月 
までの1期間(任期2年〕•理事長 
をつ とめており、 7ヶ月ぶ りの 返 
り咲きといえる。なお新理事長の 
選出で若崎技術部長が巧行してい 
た国体委員は荒川巧になった。 


合議 スタッフ制を 廃止 


常務理事を増員 

新たに企画部も設置 

会議はつづいて荒 W 理事長の違 
化にともなう 機禪改革が論議され 
たが、田村会長の提唱ずる企画部 
の設置が承認されたほか、運営力 
強化のため常務理事数のを数改正 
による 増員 (U 規約改足〕が協議さ 
れた。これは、現行規約第：^条第1 
項の7「常務理事 W 名な巧」を「若 
干お」と変更す る もので、全国評 
議員会の事後承諾を得ることにな 
り、ただちに田村会長、荒川理事 
長らが人選を行った。その結果現 
理事から山田計、困中滋章、田中 
秀夫、鳩田新太郎、入江暢一の各氏 
と、先に辞任した河內鋭巧氏の補 
充として新たに会長推せん理事と 
なった杉山茂氏(慶大 OB 〕 の6 
氏がおせんされ擺場一致で承認、 
新常熬理事巧名は別表のような顔 
ぶれとなった。 

なお、企画部の新設、岡村給務 
部長の辞任(別捐)などによって 
専門部長の異動も話し合われ、技 
術(若崎〕、審判(安藤〕、国隙(宮 
崎)、財務(森岡〕、編集(藤本)は 
これまでどおりとし經務部長は当 
分の間、荒川理事長の兼務と決ま 

った。' 

.企画部長は連絡をうけた杉山氏 
が回答を保留、後日にもちこされ 
た。なお、常務理事会には原則と 
してが田選手強化対策委員長も才 
，フザ I バ I としてお帮 *4*^ る。 


グ世界選手権基金運動"さら 

に検討 

田が会長の提唱による"世界選 
手権基金運動"は、先にを国評議 
員、全国理事からの賛否投票によ 
って一二分の二划上の贊成を得なが 
らも、その実施にあたっては、な 
お細部に検討の余地があるとして 
保留されていたが全国理事会席上 
で再協議各理事とも主旨に異論は 
なく、 W 月の全国理事会の時まで 
にその実行方法について研究する 
こととなった。 

評議員代理者の資格変更 

旧村会長はかわてから全国評議 
員会の確立を企るため全国評議員 
の資格—持に代理者の資格につい 
て検討が必要で あると していたが 
9月別日の全国理事会席上、、そ 
の改訂案を示し、各理事の了解を 
求めた。 

それによると、これまで全国評 
議員遍に出席できる評議員(各組 
織及び加盟団体会長〕は、各組織 
及び加盟固体の副会長(注•高体 
連は副部長)に限られていたがそ 
れを各組織及び加盟団体の理事長 
またはそれにけわる者にまでヮク 
をおけよぅといぅもの。 

これは、全国評議員会が、評議 
員の繁化から常に化席者が少く、 
再王流会寸前にまでなっていたこ 
とに よる もので、田材会長は全国 


日本協会全国理事会は9月な曰 
東京おをの体協ーニ〇1会議室で田 
村会長と站理事(欠席は3副会房 
など8名)が出席して開かれた。 

各報告事項を承認したあと、日 
本協会の運営に関する問題が協議 
され、 活発な議論の ま、 3月の全 
国理事会でみめられた合議スタッ 
フ制を廃め、理事長制を復活する 


ことになり、ただちに理事長選出 
の投票が行われた結果、荒川清美 
氏(理事、前理事長•日体大出〕を再 
選、人事面で若干の異動をみめた。 

このほか、今冬の全日ネ選抜選 
手権を男女各4チ—ムで巧ろなど 
のを目すべき決定をみ、午後日時 
ずぎ散会した。 

0 0 0 








〔単位円） 
377,110 
389,178 
552,366 
714,005 
517.960 
846,510 


計 10,002,922 



大会諸費 
消耗品-備品費 
人件費 
賃借 費 
予備費 
大会補助金 
大会参加料 
雑損 費 


133,818 
161,160 
956.583 
720,050 
1,959,729 
1，176,333 
266,000 
110,000 


計 

8,880,802 

収ま；差益 

1,122,120 


昭か 43 年度機関誌会計収ま決算 


ま収金（ 44 年5月 3 1曰現在） 


▽加 盟 金 
ホ韩 J 4 日年度分 
内^ la 年度か 
▽検定料 
内訳41年度か 
▽才-リンピック基金 

内訳横羣鹽 

V 登録 金 

/40年度分 
巧訳41年度分 
\43年度か 

▽ルール ブ .V クけ 

年度扳 
内訳42年度扳 
\43年度扳 
▽機関誌関係 
み広告料 
‘購読料 


30,000 
10,000 
20,000 
30,000 
30,000 

3.600 
700 

2,900 
32.700 

7.600 
23,100 

2,000 
163,000 
161900 

47.550 

80.550 

726.300 
450.000 

276.300 
▽その他（記绿巧紙巧など） 

144,212 


計 


1，129,812 



収入の部 

(単な円） 

牆 

読 料 

1,832,660 

広 

告 料 

850,000 


計 

2,682,660 


支出の部 

(単位円） 

印刷製本費外 

2,1目2,152 


計 

2,1521152 

収 

支差益 

530,508 


部 

の費贊費費金費 
出を 

ま議ル^信担刷 

費 

をホ旅通み巧 


算 

ま 

ま 

.収 

計 

会 

破 

- 

實 

年 

3 

昭 


000000002 
000000543 
802ひ05481 

806600811 
04595己108 
132122519 


金金金料料料ク金入 
基日ッ 
ク カブ 
盟録參定査レ助お 

ンムぉ叫 

ホ加藝お檢審ル補雜 


評壽員の郵便投票で改訂を行いた 
い意向である。 

また席上、森岡が務部長から「 
昭和が年度一般収支決算書」「同 
機関誌を計決算書」「未収金明細」 
が 報告 (別 掲ピされ、両決算書を 
承認。未収金についてはすみやか 
に徵収方法をこうじることになつ 
た0 


荒 川理事長略歴 


がホ、福島県 
出身、日体大 
教授、日本協会理事。を日本学連 
理事長な どの ほか、第4回世界男 
モ7人制選手権役員、東京ホリン 
ピック ハン ドボ ー ル強化委員を歴 
任。今春、日本協会が合議スタッ 
フ制を採るまではの年4月から理 
事長、昨年6月 a 降は選手強化対 
策本部長(初け〕も兼務していた。 


男女4強の y — ダ戦で 

今年の全日本選拔選手権軒社 


日本協を全国巧事をは今冬 S 月 
ま京化育館で開くを：5回全日本遺 
抜運手権大会の出場チームを巧女 
それぞれ4チ I ムとし、総当り戦 
(リーグ戦)で行ぅ ことに 決めた。 

選抜選手権は男子は6年前、ホ 
子は5年前から日本協会のおせん 
による 8 チームによって 予還.決 
勝リーグ制で5日間にわセり巧わ 


材田違手強化対策委員長、田中 
全日本学連 a 事長、田中全日本 
ま連理事長、入に.嶋田常お理 
事 


れて来たが、内ををいつそぅしぼ 
るため4チーム総当り、3日間に 
改正されたものである。 

今年の出場チ—ムに.ついては還 
こぅ委員をを編成して巧せんする 
ことになりかの7巧ボ委員に決ま 
つた。委員会は W 月中に出場チー 
ム案を決定し常巧理事会へかける 

若崎巧術部長、巧蔵審判部長、 


日本協会、今後の問題点 

. » 

ぞくの課題をかかえた日本協を 
が、それをまり切るにはこの方を 
ボいちばんよいだろうということ 
で巧事長制を廃止し「合議スタッ 
フ制」という新機軸を生みだした 
のボ今年の3月。それから6月で 
理事長制復活が決まった。 ，’ 
朝令暮改ともいえるボ、合議ス 
タッフ制.は、スタート当巧から「 
あくまで哲定措置」.(田村を長〕と 
考えていたようであり、全日本第 
2な候巧選手の国内試合出場規制 
稱除による混乱の責任をとるとい 
う意味からも、この撤廃は今後に 
しこりを残すことにはなるまい。 

間題は、再まされた荒川 a 事長 
が、4月25来の合議スタッフをほ 


とんどそつくりうけついで編成さ 
れた常お迅事ををどのように運巧 
していくかに志ろう。 

というのも 田村を長はじめ合議 
スタッフの ぞくは『理事長違化は 
しばらく時間をおいて、核補者を 
しぼったうえで決めよう』という 
気持ちが強かったと伝えられ、全 
国 理事会席上、地方(ブロック). 
選出.'加盟団体運出理事からの強 
租な意見によ.って押し切られたい 
きさつがあるからだ。 

荒川 a 事長ボ短時日のうちに常 
巧理事をを掌握することが望まれ 
る0 

前の任期中、荒 W 氏は理事長と 
選手強化対策本部長を兼務して、 
しばしば両者のおばさみになった 
苦い経験ボある。今回は幸いにも 
選手強化巧策委員長には、精力的 
なを動をつづけているが田な氏ボ 
そのポストについており、荒川® 
事長は協を巧営一本に専ムできる 

いずれにせよ、荒川 a 事長とし 


ては昭和の年4月に巧めて a 事長 
に就任した時よりも、^ち巧はいつ 
そぅ重大であり、.常あ理事をはも 
とより全国関係者一丸となっての 
"团結協力"ボ今ほど必要な時は 
，なかろぅ。 

田村—荒川ラィンの活躍を巧し 
て待ちたい。 吝) 

国体時に2全国会議 

日本協会は国体時恒例の全国理 
事をを W 月 W 日 W 時から、全国評 
議員をを？5日 W 時からいずれを長 
崎市で開くことに内定した。 

岡が総務部長が巧巧 

総務部を-岡村昭二常を«事は 
このほど田材会長あて巧表を提出 
を国巧事会ではこれを認めたが、 
同氏の豊かな経験は、協会運営に 
欠けないとして巧事残留を要請す 
ることになった。 

また、飯田昭常あお事も勤務上 
の都合で活動ボできないため巧任 
した。 
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古巧京重協ェ荣，巧式基な 

本社エ±巧東な都調布巿国領町8下目2番地ノ1電話（480)；1111番(大代表) 











全日本男子©園内転戦終 


地元選操 
夕に 6 連勝 


ヨーロッパ遠征の成果報告を兼ねたを日本男子チーム(が 
田な監督ら渡欧メンバ — W 人)の国巧サ^キット(巡回試合〕 
は9月3日お本還おとの試合を第1戦に、歲印‘配祀'<^^知| 
'3 日のを愛知戦まで西日本を中、心とした6 山^ま見愛 I 
都巿で6試合ボ行われた。 全大全氷全 I 
全日本はさすポに強く、国か出場メンバ相 WK 5 UUI 
—を主力としセ地元チームをよせつけず6 jrlci ci JsJs ^ 
連勝を飾「たボ各地ともを日本に寄せる巧 I 本本本本本本 I 
待と関を高さを示し/初の試みとして ii j 如卽が卽がが I 

養だった。 1^18 


立ちあがり熊本が健斗 
を1戦は3日午を6時から熊本 
巿水前寺の能本市化育館で熊本适 
抜と巧戦。 

全日本.熊本選抜 


〇 . ーヶ月半ぶりに試合のため 

の編成をした全日本は立ちあがり 
もぅひとつコンビが整わない。 

そのスキを井、秦、‘大宮(現. 
長崎教員)らを中ムとした熊本は 
巧くつき7 MT も確実に決めて接 
戦となった。 


得 0054002031000000 

巧クククククククク B クククタククク 
〇 

選本員本本本員員員商員員本員本本本 
巧 

本熊教熊熊熊教教教熊教教熊教熊熊熊 

cccccccc-cccc(cc( 

田 利田田井宮田野口脇下田 
巧浜井秦 穂 手関 
.島 毛が津平大元一二江谷井坂 


K 

G 

J -, 


本里本田野田藤森田上井岡川中井 
日 東 

を下福本かが近近野井化平早藤中 

rL 

得〇 00352511241421 


しかし後半になると全 
日本はよぅやく攻守に本 
来の調子をとり戻し、 
分までに W 点を叩きだし 
守っても熊本のシュート 
をことごとくブロック、 

7 MT の1点を失「ただ 
けで別—のと差をつけ 
た。 

.終盤も全日本は化井、 
藤中らが好シュートを次 
々にゴールさせ疲れの化 
た熊本を圧倒した。 


体力の差はつきり 

第2戦は4日午後日時 W 分から 
山口県め下松市民体育館で全山口 
と対戦。審判は星井直、岡村义の 
両氏。- 

全日本朋 ( lu パ) W 全山日 

〇 . 全日本は立ちあがりからス 

パート。を森、藤中らの豪かなシ 
ュートと野田、東、井上らの巧技 

をミックスさせて化かには C - 3. 

とリ J ドした0 

全山口も、巧手の遵手交をの虚 
をついて巧石、白井が、'、ドルシュ 
1卜を決めて懸命に追撃、特に W 
せから連続3点を奪い、 6—8 .と 
あったあたりは鮮やかだった。 

しかしか第に体力の差ボ現れは 
じめ、特に後半はを日本 
の猛みにまったく手のぅ- )) 
ちょぅボなく U みから連 
続化点を許し大敗をを儀山ホ-;^ 
'なくされた。 もをの 


r 呆1=卷献撕得ババ 

〇……社会人の巧さに学財パク 
生の力を加えた大阪の試 選 八工- 
合ぶりボ注目された。 先 巧-巧 
手は全日本ボと「たボ大■^ィ佐； 
販は8分馬着のゲットでじ崎田 
312 と逆おする健斗。 島ち^ 
しかし全日本はこのあと fl 
木野、近まのゴールであ U 
っさり主導権を奪いおし 
後半開始ち後松田に連続日本田_ 
シユートを許して UI 8 挣巧本 I 
と 5 点差にされたなルは泻〇〇' 
危気ない試合ぷりで、特にホ奪は 
ホ巧たっぷりなところをみせわ。 

点差の割に冗長感ボなかったの 
は全日本が陆巧に巧ゆなパスヮー 
クからヤマ場をつくったことと、 

大阪の若手選手が果敢なプレ—を 
みせたことにある0 

圧倒の攻擊力……ぎおな展開 
第 4 戦は 7 日午後 5 時 W 分から 


县〇 01220225100100 

3スクス品所スス大大口加所巧品大大 
抜ルこル P 作ルル灌作作嘴経院 
選グコグけ製ググ西西け製製け y 子 
を一巧ーバお1 I パおおク阪山 
巧イ佐イワ宗.イイ関関ワ宗まワ大桃 

- \rvrvcccf^rvcccrscccc 

け崎田原川井塚着西山上橋田国 
東 森 
島寺市吉福輕馬お青材高脇一二 

H / - こ -\ 


'本田里田森野井 W 岡中井廳上田野 


捡巧本下がお木 
得〇 〇 〇 2 4 5ィ 


中早平巧化お井野巧 


京が巿体育館で全京都と巧戟。審 
巧は、巧前巧、中塚慶の両氏。 


^日全 S 都 


日が〇 0142102000000 
]ククククク油クク品クククク品 


日山山山山山瓶山山嶋山山山山喊 
J 徳徳徳徳徳出徳徳武徳徳徳徳を 

v.^cccc(ccc-(ccccc 

下木石井島山永村崎岡田崎科 


攻守に余裕示す 

第3戰は日日午後6時 
から大阪府立体育会館で 
大阪選抜と対戦。審判は 
高倉大巧、井上お人の両 
巧。 


山巧青明白福宇徳松伊浜福宮仁 


M 田里本田上中田岡森野井川藤井 

' is 本下福野井藤飯平お町中早お化 
得〇 00428333135403 


全日ネ朵福日を京都 
〇……前半 5 か 2|0 から京都は 
王巧がゲット、気勢をあげたのだ 
が、を日本はこのあと一気にその 
力を爆発させ、ほとんど1分おき 
に得点をマ—ク、 - 2分 U —1 と開 
ぃたり 

全京都はベテランが多く、しか 
も力より 技に頼る タィプ だけに、 
を日本が攻ずに精力的な動きを示 

しては、つけいるスキはまったく 
ないといってよかった。 

後半もを日本は攻撃の手をゆる 
めずフュ ィント 。ハスなどを使いこ 
なした多夥な展關で大勝した。 

たくましいチ I ムプレ [ 

第日戦は 8 曰午を後 4 時から富 
山県•高岡高敕体育館で氷見クラ 
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ブ(富山〕と対戦。 

を日本姐 ( lus )。 氷見ク 

〇 . 氷見クは、全日本の高く厚 

い壁を破「て先取点をあげて会場 
を沸かせた。 

前半如分頃まで氷見ク優勢のぅ 
ちに試合は進められたものの全日 
本は後半たくましい チ I ムプレー 
から木野、早川、近藤などの鋭い 
シュートであつといぅ間に逆転し 
た。茹で試合を終ったが氷見 
クの善戦といえる。 

氷見クの健斗のなかでゴールキ 

I み rj ， 

巧 f ぶ 

民，，.夕，な W 


得〇 〇 10100100101000000 〇 

Nly ) 〇))))))))))))))))) 

ククをククク大会庫大ククタク巧大大大会大 

測都都がな^友誦都—都細龍^龍 

京京京篡京葵ま同星京京京京京を京巧立を豐巧 
全兼 西田井口口田本井部井村野達本田藤を水井 

止石化山化橋福日中木化ま守ル伊藤清商 


I - が JH 、 

I を 

を 


-> r 

t -，^ km?lrr. 



S 里本旧井岡田田森廊野中川上^^ 

^下福本中平飯野近お木藤早井巧を 

得〇 00753410124002 

則漏.1パー中山の好守備はおに , 
光っていた。全日本は再 S 
のチャンスを気力にあふれ . 
た中山のプレーにはばまれ 
たので患る。しかし、スピ 
I ドにあふれた全日本の攻 
撃は時間の経過とともに調 
子をあげ"さすが*と思は 
’ せた。 

' こうした機会を通じて県 
巧中高校チームの練習の中 
hL'v に、秀れた全日本の個人技 
が活かされるようなら今後 
.の宫山県ハンドボール界に 
大いにプラスとなろう。 

後半に地力を発揮 
第6戦は U 日午後6時か 
らぶ古屋市•愛知県体育館 
- でを愛知と対戦。審判は 
ち；，铁郵克彥、鈴木四郞の両 
一氏。 


'巧大大大を大 . CY は—8^^ 
嗟ぉ ぁ 31 口-^5; 

一市でを で} 金愛知 
都都を都 U 〇:::會本 

煩谅簿 15 ® 这をちかり 
苯田囊弈^を養をか 

;守ル伊藤清商 け、のせまで 
T に5点をあげ 
^ 特にこの日は 

- /ぅ ミドルシュ] 

C 卜をよく決め 
〇 て豪快なプレ 
1の片りんを 
示した0 K 分8 —1とリ^—ドした 
ところでを撃の手を化めたため、 
全愛知■西尾-巧藤らのた撃にあ 
つて点差をつめられ、後半2分に 


は UI 9 となった。 

しかし、全日本はこのあと再び 
セットにょる多あなを撃と、積極 
的な守りから一気になだれこむな 
ど地力ををせに発揮、一方町な試 
合とした。 

村田全日本監督の話を日本に 
とっては、改めてこのお戦で"収 
獲*を得るといぅことはなかった 
ポ、を地で関係者や ファンの 暖か 
な声援を受けた ことで 選手たちも 
自かたちに寄せられる期待と責任 
感を再認識したと思ぅ。今後も機 
ををみて国内を戦を巧いたい。 

有永(立教大〕膝痛で欠場 

全日本•を永修二透手(立教大 
3年〕はル— マニア 遠征中におめ 


た右ヒザボ関節炎とおり、今回の 
国内お戦に同行したものの試合に 
は出なかった。 

u 月中旬に関ま学生と 

強化巧策委では、 U 月 K 日又は 
W 日東京で全日本(第3かお補) 
X 関東学生運抜戦を行ぅ予定。 ( 
会場ホを) 

全日本が実技を担当 

NHK スポ—ツ教室 

今年の NHK テレビスポ—ッあ 
室，ハンドボール編"お U 月9、 
w の両日あ育テレビの午前9時か 
ら1時間にわたって化をされる予 
定だが、ま巧はを日本巧モ(を3 
ホ候補〕によって斤われる。 


^山野野囊靈畜野地音宮 

^中中大関稲 山福古庄高ハ合鏡 


本田里田森野藤中井川上岡野井田 
^福本下野近木お藤中早井平化北飯 

【写真】初の国巧遠征を巧った全日本 
ナショナルチーム(第2か候補〕。前 
列左から井上、福本、巧野コーチ兼選 
手、が田監督、勝.コーチ、野田、お離 
後列左から中井、本田、東、平岡、下 
里、飯田、木野、有永、>ぶ森、藤中、 
早 W の各選手。 


泻0 021241120 

知ク鉄ク铁ククク子鉄会 
S 京壬京±城京京^- H 丘 
中富中富を中中曰富懐 

21田田藤橘葉尾原を W 
化 

柴合を髙千西餅黒ル 


^田里本田森野中藤巧野岡井川井上 
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周知の通り、「素質、体格 (体 
力)、経験」の豊富な多数の候補 
者の中から選抜されたナショナル 
チームのメンバーは、さすがに 長 
期にわたるハ I ドスケジユ I ルを 
無事克服し、渡欧前と比べ、はる， 
かに見ちがえる程の力量を示す成 
長ぶりを披露してくれたわけでを 
りますが、繰括的にみて目につい 
たこと、気がかりなことなど書き 


本的ハンドボ！ル」の強調といぅ 
点についての關拓には未だしの感 
を拒むことができないのでありま 

す日 

国内における相手チ I ムは、何 
といつても即製の選披チームであ 
り、前記の「素質、体格(体力)、 
経験」等の緒点では、廣劣を論ず 
る扮前のことであるのはやむをえ 
ない状況でをるとしても、ナシヨ 



しるしてみることにします0 
まず、最初に申し上げる ことは 
基礎技術的には、欧州ハンドボー 
ルの波に揉まれため、個々の撒掩 
性とボール支配力(キ I プカ〕の 
増大については明らかに著るしい 
ものがあるにもかかわらず、その 
反面、戦術作戦面では、日本ボ世 
巧ハンドボ I ルに確固たる地な を 
占めるための必須条件である「日 


ざという決めどころになる前に、 
相手側デフ H ンスが早く崩れると 
いう場面が多い九めかも知れませ 
ん。事実、相手の凡ミスに乗じて 
ボールをうばい反擊速攻によるも 
のが全得点数の半分を越している 
ということも、その後のナショナ 
ル チ I ムの各地での対戦スコアで 
でもうなづけることであります。 
しかしながら、このような場面が 
攝くと、実力ある チー ムですらゲ 
1ム 中の各プレーに「切れ」(ク 
イツクプレ I による コンビ) が見 
られなくなり、あわせて斗志の面 


長を持った GK で頼もしく思いま 
すが、より一層の反射神経の効果 
的なプレーを期待しまず。特に、 
欧がハンドボ I ルの示す長身、強 
肩に対処出来ることを目指すなら 
ば、普通尋常のことではとうてい 
ボ I ルはとれないでありましよう 
大阪と京都でのゲームをみた限り 
では、数年前までは日本チームが 
欧州遠征した時に、外国からこの 
ように痛めつけられたであろうと 
思えるようなゲ I ム巧容を、この 
度は立攝を逆にして示してくれた 
との感じが強かったのは私達だけ 


- 

I 


全日本男子チームをみて 

光島機雄 

(を大阪監督) 


ナルチームはゲ—ム内をに 


ものたりなさを感じさせました。 

攻撃については、六十分間を通 
じて単調さボ目立ちました。 とい 
ぅのは、たとえば右サィドからの 
なめにはよく考えられた、又はよ 
く呼吸の合ったコンビが臨機応変 
に発禪されていましたが、逆サイ 
ドからは 円滑さがをしかった よう 
であります。これと いうの も、 い 


でも消極的な雰囲気に陥りやすい 
ものであります。 

防禦については、中央がおおむ 
ね長身者で固められているわりに 
は、 サィドステップと 前後の まと 
まりがもぅ一つものたりなく、度 
々案外簡単に相手側の突入得点を 
許していたよぅですが、これが地 
方 チ I ムやファンへのサ ー ビス 精 
巧であってはなりません。 

GK については、ボール測き、 
をい位置を先取するタイミング、 
パスアウト等の技術は、渡欧前に 
比べ明らかに大きな進境を認めま 
す。二一人とも立派なそれぞれの恃 


でしよぅか。先年来訪したネデフ 
氏の言を待つまでもな く、 我々の 
日本ハンドボ{ルはあくまでも日 
本の一二十数年の伝統の中に、か国 
の真似のできない長巧、すなわち 
クィック パスプレ I 、フッ トワ ] 
クプレーの妙味を再確認し、これ 
を最大に活用錬成し、あわせて欧 
州式の剛的要素を会得同化すると 
いぅ意味をホってをらいたくない 
ので、あります。 

今後の各位め精進努力により、 
今より格段の発展を屯から希望し 
ます。(写真は全日本 I 全京都戦 
から•光島氏掲影〕 
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計器用変成器 


660 0 V 用重予型 PCT PDN 形 

k ——主要製品 —— 

電力量計•電流制限器 
計器用変成器 • 電圧調整器 
.配電盤•分電盤.制御盤 


啼頁度を持つ 


電力量 r 一 
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単相用 


OW — 7形 


3相用 


0 P — 3 ' 形 


精密用 


OB —7形広範囲単相積算電力計 






(1) 7 MT 
▽審判.赤松•浅野 


(3) 


7 

東 

軍 


西軍、5年ぶりに勝つ畜モ I 


男子第19回、女子巧1回を日本学生運抜東西対•抗戦は9月7曰午を1時から四千近い 
観衆を集めたお古屋巿'.愛知県体育館で行われ、巧子は気力を実の西軍ボ後半、ま軍の 
猛反撃をかわして5年ぶりに勝ち、女子も西軍が記をの第1戦を飾つた。 


-全日本学生選抜東西対抗 


〔交け運手〕▽西軍 GK 佐野(中 
京大.得〇) FP 產田(中京大得 
〇)、中本(甲モ園大•得1〕、森 
崎(大阪体大.得〇)、野口 (中 
京大.得〇)、お藤(中®女大.得 
〇〕、圾本(大阪体大•得〇〕中 
路(武庫川女大.得〇) 

▽ま軍 GK 巧野(東女体大■得〇) 
FP 巧各(日体大.得〇〕、佐藤 
(日体大.得〇)、上野(日ホ体大 
.得1〕、中島(ま女体大.得〇〕 
髙橋ホ(東女体大.得〇〕、高橋 
清(東女体大•得〇〕、山口 (東を 
教大.得〇〕 

〔後記〕ま軍は立ちぁボり1せ姫 
巧のゲットで先取点をあげた。 

西軍もよく追いかけたが 211 
(U 分〕、 3—2 02 分〕、 413 
( W み)とま軍はたえず化巧 。 W 


▽女子 

西軍9な U ) 
得〇 10 1112 

/-N z-'s 

5：大大大大大大大 

体体体体体 

日日日日日東東 
xfv' c-c-c^fv-cc- 

を間熊巧田村谷野 

秋津中永木熊姫 


K 

G 


P 

F 


ザ大大大大大大大 

g 南韋晏寵 

中中中中中中甲 
C cccccrN 

晒岡浜田山崎開 

化砂安石大吉 

得〇 025100 


差とし近来にない白熱した好ゲー 
ムとなった。 

残り 3 か、西軍は松田がシュー 
卜を決めて巧—巧。東軍は站分焦 
る西軍から 7 MT を誘ってル野口 
がゴール、：5—巧だ。ここで西軍 
はパスをつないで逃げこみの態势 
をと り、 東軍の アタックをかわし 
切った0 

〇……有利を予想された東軍は前 
半の不出来が最後まで皆びいたが 
西軍の勝利への執念に、つねに I 

安田と化岡 


歩をゆずっていた感じである。 

ともあれ後半なんども追いこま 
れながら踏みこたえてタィ•スコ 
ァを許さなかった西軍の姑りはみ 
ごとであり、この1臓ボ西日本各 
校の奮起につながれば U 月の全日 
本学生選手権は久々に関東勢一色 
から東西の角遂を期待することが 
できよぅ。 

なお、西軍監督は新月嘉重氏 ( 
関大監督〕、東軍監督は田中秀夫 
氏(中央大監臀)がつとめた'。 

(西軍)が活躍 


▽晃モ 

西 軍東"軍 


得〇 216230 

討大大大大大大大 
軍体体央治ホ体体 
曰 曰中明曰曰曰 

.村上木井原藤海 

!^が啡植藤笠寄氷 
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F 


マ大大大大大大大 
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西西西西西 


阪 


J 、 

3%" 3 X ? 3?17 

/Is ccc'ccc 

s 井着旧脇松田 
阳 許 
.今馬松西宮脇 

得〇 352211 
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T 四- 
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7鈴 
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} 審 
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〔交け遇手〕▽西軍 GK 入江(関 
西大■得〇) FP 町田(同志社大 
..得1)、中野(同志社大.得 1) 
水巧(大阪経大.得1〕、一.一一国(桃 
山学院•得〇〕、木原(を山商大- 
得〇)、木村(松山商大•得〇)、 
岩原(西南字院•得〇) 

▽ま軍 GK 上野(東京あ大.得〇) 
FP 小巧口 (立教大..得4〕、谷 
藤(日体大.得〇)、大川(日体大 
.得〇〕、お木(中京大-得〇)、石 
川(を大.得'〇)、 . 巧脇(東化学 
院.得〇)、がが.(富山大■得〇〕 
〔を記〕4速化している西ぞはな 
んとしても 勝ちたい ところ だ。そ 
の斗志ボはっきりプレーに現れた 


先手は2か東軍斎藤がとったが 
西軍はすぐに脇田がとりあし、そ 
の あと 化む間もなく 3 分松巧一- 4 
分許、8分宮松が得点。中央か.^ 
速攻、サイドからのゆさぶりな义' 
活気のある攻めつぷりだつたい，’ 

東軍は逆に.攻撃ボ単調なうえ、 
守りにも粘りがない。 116- 
巧分藤井が2点目をあげたが： 

軍の気力鋭い攻撃を防ぎ切れずじ 
分には 8—2 と点差が開いた。 

結果的にはここでの"差"が勝 
負につながった。 

〇……劣勢の東軍が地力をのぞか 
せたのは前半終了まぎわから。藤 
井が1人奮戦して3点をもぎとり 

日 I U 

•さらに後半に入って猛反撃に転 
じ、激しい動きから西軍の追加点 
を.封じる一方、斎藤のロングシュ 
1卜、井上、藤井らの巧妙なプレ 
1 で後半 W か9—巧、 K 分じ一巧 
とみるみるうちに点差を縮めた。 

西軍は前.半のような粘りのある 
ディフェンスが みられず、勢いに 
のった東軍にここで一気に主導権 
を奪われるかとさえ見えた が、 
分と W 分松田がよくゴ I ルを決め 
て巧としたのが大きかった。 
〇……必死の東軍は别分、の分小 
野口が得意のアンダシュートを決 
めて1点差03—巧〕。場巧騒然 
となるうちに西軍はの分馬着がゴ 
1ル。追いあげる東軍は^分植木 
巧み小を口ろゴールで S たび1点 
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これまでの成績 
’ （7 人制拱を） 

® 昭38東27—13 
@ 昭39西 29—23 
® 昭40東如 一 24 
® 昭41東 26—22 
⑩昭42東 27—17 
® 昭43東 23—15 
® 昭44西 17—16 

11人制両軍6勝6敗 


女①昭44西9 一 7東 



ミカド/\>ドボ-ル 


已本ハンドボール協会公認巧 


ゴみ席を 

束京，豊島•巣鴨- 7下目1696 
JEL が 41) 2 6 3 5 .659 .2 


西東西西西西東 


化ることに意味があるかも知れ I 
ないが、ゲームであるな上、相 
手に勝つ努力を、選ばれた栄誉 
と責任のもとで果して欲しい。 
勿論、学生王座の無くなった現： 
を吾々関係者も、選手のこぅし： 
た意識を脱皮さすお力をしなけ： 
ればならない。最後に、地方の i ' 
関係者として云えば選抜メンバ I 
I に選ばれながら、最後まで試 i 
合に出る機会の無かった選手を I 
気の毒に思ぅのは、無理な事だ： 
ろうか。(東海学連理事長 )I 


今年からホモの東西対抗戰が 
発足し、東西対抗戦の歴史にを 
を添えることとなった。事実ゲ 
I ム巧をも非常に面白く、大方 
の予想に反し、西軍の勝利に終 
った。 

女子の東軍は、日化大、東女 
体大を中んとして定評のある好 
プレャ I を揃え、持ち前の スピ 
I ドと慶れた個人技で、戟う前 
からをきらかに西軍に比べ強い 
という印象をうけた。これにが 
し、西軍は、中京大、中京ホモ 
大、大阪体大、甲子園大の混成 
チーム で、それ程憐出した プレ 
—ャ J は見当らない。しかし、 
ゲームの結果は勿論、ゲーム内 
客から云っても、圧倒的に西軍 
の勝利に終ったと思う。 

個人技と、 チームヮ J クとの 
対決の様な印象をうけたのは、 
筆者 I 人では無かったと思う。. 
西軍監督宇津野氏は、有名なチ 
I 1 ム 育ての名人である。練習は 


勿論ゲーム中でも選手の特微をぅ 
まく使い効率の良いゲ I ム展開を 
みせてくれた。東軍に勝つ為には 
チームヮークな外無いとの方針か 
ら、合宿を数回巧い混成テームの 
弱点をカバーする様に努力して試 
合にのぞんだその意気の前に東軍 
が ffl した様に思われる。 

どうもこの種の選抜試合には、 


本来のチ— ムゲ I ム としての 面白 
さよりも個人技に走る傾向は止む 
を得ない事とは云いながら、チ.— 
ムゲーム本来の妙味を忘れること 
無く努力して欲しいと思ぅ。その 
意味での女子西軍の勝利は、貴重 
なものであった様に思う。 

男子については、前半の圧倒的 
なリードが東軍の.各選手のム理的 
な面に影響したのか全般に西軍の 


ぺ I スで終った感がする。 

西軍の勝利の原動力は、を田君 
(閱大〕のポストプレ J とゴ I ル 
キ]パ I の入江君(関大〕のプレ 
—にあった様に思う。特に松田君 
は、.寝屋川高校で木野(全日本〕 
選手あたりとコンビを組んでいた 
とか。非常にうまい。彼のチャン 
スメーカーとしての動きに東軍が 
敗れた様に思う。 

しかし、巧を的には、.女子に比 
ベ、それ程見るべきものが無かっ 
た。その原因について種々考えて 
みるに、先ず第 1 には、 9月 上旬 
という時期の問題がある様だ。暑 
中休暇、選拔混成テームなどの原 
因から個人縄習量は勿論のこと、 
チ— ム としての 練習期間が短かい 
為に充実したプレ I を展開し切れ 
ずに終る様に思う。またその他の 
原因としては、昨年頃からその傾 
向が見えはじめていたが、東西対 
抗戦に対する意識のマンネリ化が 
ある様に思う。選手個人にすれば 


後評•廳松博 


か西軍は森のゴ I ルで同点へ 4— 
4) に追いついた あと、 别分辭 や 
かな速攻からま田が決めて逆転し 
た0 

〇 . リ I ドされた東軍は後半 5 

分熊谷の得点でいちどは追いっい 
たのだが、西軍の動きははるかに 
東軍をうわまわり、特にタテの鋭 
い攻擊から安田が シヤ I プなプ レ 
I で 6 分、 W 分、 U 分と連続 3 本 


のシユ ー トを 決めたのはみ ごと だ 
った。 

518 とみ熱の東軍にも チャン 
スは再 S あったがもぅひとつ攻め 
口に銳さがなく、しかも8分すぎ 
つづけてつかんだノ I マークの得 
点機を、ことごとく西軍 GK 化岡 
の堅守に阻まれたのは痛かった。 
〇……東軍は日分から U 分間、西 
軍は。分から8分間無得点。 


ここらをたりに女子学生界の乘 
題がありはしないか〇 . 

西軍は如分当り屋•安田がダメ 
押しともいえる 1 点を加えて 9 I 
日。奮起した東軍はの分上野、の 
か津熊 (7 MT 〕 で反撃の気勢を 
示したのだが、そのあと追いこむ 
だけの"時間"は残っていなかっ 
た0 

〇……西軍は東軍の攻撃をゴール 


前の激しいつぶして封じるなどチ 
—ムプレ^—にまとまりがをったぅ 
え、攻の安田、ずの化岡と殊動者 
が出て会ムの腊利といつてもよか 

った。 

なお、監督は西軍•宇津野年】 
氏(中京大コ1チ〕、東軍•藤原備 
氏(日体大監督〕だった。 


— 11一 








月例 常務理事会議事録 

-7 月の日(抜すい〕 一 ^ 

j 、I HF へミュンヘンホリンピ 
ックハンドボール競技のチーム数 
について質問状を発送した(渡辺 
副会長〕 

1、第 1 回全自衛歐選お大会 (7 
月 U 日■駒'が〕の主催は日本協会 
とするが開催までの経過はおしも 
万全ではなく、今後は充分な連絡 
•手続きを行って対赃していく。 

一、 を日本教職員連盟から、全日 
本教職員選手権時 (8 月 •上 尾) 


に全国中学校指導講習会を巧いた 
いとの希望が出されているが文部 
省との関係で延期し、本年；=1月頃 
にこのよぅな企画を予定したい。 

(技術部〕 


臨時常を理事を議事録 

-7ち挑日(抜すい)—— 

1、あか速征.派遣報告 
ィ、を日本男子欧州遠征報告 
口、 IHF 審判講習会出お報告一 
ハ、日体大窗国遠征報告 
1、日韓高校スポ—ッ競技会の競 
巧役員は、都髙体連からの希望も 


含めて構成する。 

一、審判巧ワッペンを補充作成す 
る(審判-巧術部〕 

1、全日本男子第3次候補選手谨 
考委員は次の6氏とする。 

田ぜ会長、を崎技術部長、巧藤 
審判部長、せ田強が委員長、陽 
強か委員、巧野強巧委員 
なお6氏は強化選手(全日本 B 〕 
追加候補の選考にもあたる。 

一、.違手強化対策委員を8月各地 
で開かれるを全日本還手権へ派遣 
る。 

一、全日本男子チームの国巧巡回 
試合の交渉窓口は今後は日本協を 


ボ行う。各地方協をに開催希望を 
問うことにする。 

一、欧 W 遠征コーチ団(が田、勝 
化野〕の意見にょりを日本第2次 
候補選手(欧州遠征メンバ ー) の 
国内試合出場規制をがく、解除は 
即日としたい。 

n — チ団の意見は『選手個人の 
靖神めな問題、技術向上，巧抗意 
識、ゲーム感覚など総合的にみて 
国内試合現制は巧ましくない』と 
いうもの。 

一、 ル国チームの来日希望につい 
て(が田氏の報告) 

イ 、ソビエト ボが年8月を希望 
(但し、が年に日本を巧待する〕 
口、西ドイツナショナルがみ年 
ので国博記をスポ—ツ交歓競技 
をに参加したい意向。 

ハ、西ドイツのクラブ「ライン 
ハウゼン」など数チーム (単独) 
が希望 

二、 ルーマニアポ化年にホ日した 
い意向をもっていたポおそらく 
ホ化できない。 


月例常務理事会議事録 
^ i ——8月巧日(抜すい)^ ^1 

一、8月 U 日からの体協2級トレ 
1ナー謂智会を餅田茂(秋田)、 
徳田通昭(京都)の両氏ボ受講。 

一、全日本教職員選手権決勝記録 
の報道 S 係の誤報について原因 ( 
ニュ ースソー ス)を追ホすぶ。 


(注)埼玉協会の報告では正しい 
結果を報道関係(埼玉県庁内記者 
クラブ〕に通達している。 

一、を日本絕合選手権における全 
東教大チーム(をま〕のマナー ( 
行動)について 

ィ、大会前の会議を時間延長し 
てまで論議を重ねたにもかかわ 
らず 遣歷な態度を とったことは 
地元関係者■有識者に巧して化 
を欠いた行動である。 

口、日本協を側の反省も必要で 
をる。合議スタッフ(常務理事 
を)のを勢を正したい。 (5? 上 
を長発言) 

(、不手際の責任は大会委員長 
'にあり、進退を会長に一巧する 
(若崎巧術部辰=：大会委員長〕 
二、化回の常務理事会、'全国 a 
事会でかめて検討する。 

一、9月；^日午前 W 時から全国巧 
事をを束をに招集する。 


月例 常務理事会議事録 
——-9月じ日(抜すい)—— 

1、全国理事会の議案について檢 
討。 

1、財政難解決の一法として機関 
誌関係の値上げを檢討するが、原 
則として購読料はすえおき、広告 
料収入の增乂を企る。 



宋丙堂氏 (台寶ら 来日 

台湾ハンドボール界の推進 
役として活躍中の早大 OB 宋 
巧堂氏(台化巿立畢江ホ子中 
教員)は、同氏とともに活動 
している温展洪、陳金樹の両 
氏と 7 月の日に来日。富岡巧 
のを日本高校、盛岡市の全日 
本総合選手権などを視察し 
た0 

宋氏は戰前、早大の名バッ 
クスと して関東学生リ I グな 
ど各ホ会に出場、日本球界に 
知己も多く各地で旧交をあた 
ためていた。 

1巧は8月 W 日帰国したが 


巧氏は『台湾でハンドボ I ル 
をはじめたのは3年前から。 
小学生の間にたいへん普及し 
ており 将来性は大いにを る。 
まだ協会がないので組織づく 
りも急がねばならない0 1 
も早く日本と交流で きるょぅ 
努力をつづけたい』と元気に 
話していた。なお、日本協会で 
は IHF などに巧し台湾球界 I 
の活動を伝達しているボ、近 
い将来韓国を加えた 3 国に_ょ 
「て アジア 連盟を結成する構 I 
想をもっている。〔盛岡ホで 
全日本艦合選手権を見学する 
あから荣、陳、温の各氏(山石_ 
手日報提供)〕 
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V フジカ ラーの純正現像_ 

i フジカラー N 100 
フジカラー R 100 
フジ々フ—シネ8 mm . 16 mm 
卜—キ—映画 (磁性体塗ホ加工） 
フジマグネオストライプ~ 
小型映画フィルムの複製 
フジシネ コピー ~ 


美しい カラー プリント_ 

フジネガカラープリント 
フジポジカラープリント 
フジダイカラープリント 
ブジ G カラープリント 
フジネガカラ—スライド 
フジポジカラースライド 


フおかち-の綜舍現ほ巧 

藝賽ブ£；巧3—サーピス 

化幌-仙台.東京.名古屋.大阪.広島.福岡 


現像とカラープリントはわ近くのカメラ店で 
〈フジカラーサービス〉とご指定ください 



⑥球界パトロール 


つの底辺活動 


第 2 回まお地区ハンド 
ボール少年団交歓会 


〇 . 曰本協をのハンドボ J ルか 

年団活動はが年8月横おで華々し 
くを国交歓会を巧ったあと、なり 
を静めた感じだボ、地方協をでは 
ここ一-二年地味なボら堅実にそ 
の歩みを伸ばしているよぅだ。 

特に東海協会では昨年からブロ 
ック事業の一つとして一打事に組み 
入れ積極的な姿勢を示している。 
〇……2年目を迎えセ今年の大会 
は、あ水浴地として有をな愛知県 


蒲郡市のキャンプセンター.相楽 
山荘を使って 8 月孤、 53 日の両日 
(1 泪2日)に巧われた。 
参加したのはまあ4県の協会ボ 
おせんした男子の岐阜ク、吉原一 
中同巧会(静岡〕、巧島ハンドボ 

1ル少年面、正色ハンドボールか 
年団(な上愛知)、女子の岐阜ク 
吉原一中同巧会(静岡〕、心一洒ク 
(I 二重)、值島ハンドボー ル 少年団 
(愛知) の 8 グルー プ。 

〇第 1 日=入村式•開をま、 
交歓会、キャンプフアイヤー。巧 
2日 H ハンドボール教室、午を1 


祭 任 



霧 


時解散というプログラムにしたが 
って 小学日年生から中学3年生ま 
で約百名の少年少女ボ林間のテン 
卜がをべースに和やかな交歓風景 
を描き出した。2日目のハンドボ 
] ル教室は S 谷中学グランド(蒲 
郡巧〕で西川愛知協会常任理事を 
中ムとした愛知極会、蒲郡協会役 
員によって指導が行われたがハン 
ドボールを活動の主体としたグル 
1プばかりなため県対抗の交歓ゲ 
1 ムも巧われるなどなかなか活気 
のある展頭だった。 

0 . スポ）ッ少年団活動そのも 

のが多くの問題をかかえてこんで 
おり、一部には*再検討"の声も 
聞かれる昨今だけに、東海協会の 
この事業にも課題は多いようだが 
東海地区といえば日本ハンドボー 
ル界の名実ともにトップゾーシ‘。 

近い将来は会期を2泊3 曰から 
4お5日、参加者も二百名にまで 
伸ばそうと関係者似意欲はなみな 
みならぬものがある。〔写真はハ 
ンドボ I ル教室の聞会式とテント 
材風夏 . 

I 第化回近畿中学 I 
I 総体ハンドボ I ル I 


熱•むな父兄たち 


高校級のチ—ムも 


V ……斯界唯一のブロック中学大 
会である。 

昭おの年、第1回大会ボ始めら 
れた時からハンドボ I ルは正式種 
目に採用されており、関西におけ 
るハンドボールの"位置の髙さ" 

を示してもいるのだが、年々活気 
をまし、今年は2府4県の予選を 
腊ち抜いた男女各 S 校ボ参加、8 
月の、對日の両日京都•伏見エ髙 
球技場で巧われた。 

▽……底辺拡大を呼びながらも関 
係者はともすれば"高校獻上"に 
目をやり 勝ちで、事実 これだけの 
球丈を刻んだ近畿でも中学輕視の 
県が1、二あるといぅが、今年は 
京都協を、京都高体連が全面的に 

バックアップ0 . 

やはり中学球界の拡充をますに 
は邸をの力の後援は欠かせない。 

審判員も中学校関係者だけで全 
試合を管理するだけめ数が不足し 
ているし、日頃、試合が少いだけ 
にそれらの人々の審判技術も必し 
も補足ではない。 

▽ ……このほか『中学では顧問の 
指導下でないと活動できない学校， 
学校が多く嫌習時間も少ない。そ 
のため技術舗習に重点がおかれ、 

基避技術.基騷体力のおくれが目 
立つ。特に体力が不充かなためち 
よつとしたことで事故.(主に脱曰 
裂傷)がおきる』(門前大会審判 
長の所感.)といぅ。 

▽. しかし、選手のマナーのよ 


さと 応援につきそって来た父兄た 
ちの関ムの高さは掘像说上に高い 
技術的にも大会毎にレベルァ 
ップしており、男子決勝の布引中 
(兵摩)—福島南中(太販)戦な 
どは高披生にも劣らない技術と体 
力を身につけていた。父兄を中ム 
とした多くの観衆に とりかこまれ 
た中学選手の躍勘は球巧の前途に 
明かるい希望を感じさせるに充分 
だ。日本協会、地方協会を問はず 
「中学体育指導要領」採用を機に 
本格的に中学球界の育成に取り組 
む機は熟したといえよう。 

▼大会成績•男子準々決勝 


福泉南 81 ら 
(大阪)1ら 

斑.鴻 316 
(奈良)— 16 

ホ 弓 5 1 8 

(兵庫) 18 

生 狗11 5 
(奈良)1 

▽同準決勝 
福島南 WI 5 
ホ 引 巧— 9 
▽同決勝 

1 ， I 1^314. 

ホ 弓 1 V 00— 日、 

▽女子準々決勝 
皆 山 
(京都〕 4—3 

城東五 4— 日 
(大阪)1 
大 淀 713 
(大阪〕1〇 


巧 田 
(和歌山〕 

鸦 寺. 
(大阪) 

守 山 
.( 滋賀〕 

望 海. 

其庫) 

生 駒 
斑鳩 

^福島南 

秦荘 
(游賀). 
岩 出 
(和歌山〕 

輛 浏 
(和歌山〕 

守 山‘ 
(滋背〕 

城東五 
也 駒. 


大 淀 812 生 駒. 
▽同決勝 

大をる N パ V 皆山 
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I プラスチックのなをメーカ- 


參 


争 


メツキは金属だけでは…… 
. ありません 





视巧を型股が • 製か 
マイクロプラスチック成型 
プラスチックメッキ 

株式会な宗形製作所 

本 化大防巧な巧あ辻子2 41番地 TEL 高巧邮 26) 巧一5 5 5 1 

来ホ本せ柏なおおなホ溝水巧ず•中な地48を地 TEL お島 (02 がの 3-2812 • 29U 
宗形エま化等％ホを社大巧府高巧ホ化子2 5 2を化の1 TEL 商巧 （0726) 巧一5767 — 8 
あがをお製化巧式を社京が巧南区上巧羽化を W1 9を地 TEL をな (075 ) 6 8 - 9 7 0 1 




李載歸 ( 韓》監督に聞く 


朝鮮大附高の監督として来日し 
た李載語氏(がホ〕はホ卵ハンド 
ボール協会副会長。わずかな時間 
だったが韓国球界の近おなどを聞 
いてみた。(編集部〕 

蘇 

-日本の商校チ^~ムをどう思う 

>0 

力 

李監督去年下関中央エが韓国に 
来ているのでだいたいのことは判 
っていた。思ったとお中といって 
もよい。 

——朝鮮大附高は実力を充分に発 
揮できたか。 

李監督選手が若いだけに食生活 
の変化が少し影響した。全勝する 
つもりで来たが第2戦は前半に点 
をとられすぎた。 

——朝鮮大附高の試合ぶりはつね 
に今回のようなものか。 

李監督だいたいそうだ。 

-中體の動きが遅くスピ I ド感 



に乏しいように感じるが。 

李監督(かたわらの金茂錬コー 
チと話しちったあとで〕相手によ 
って当然とる策戦もかわると思う 
今回は選手たちが非常に懐重だっ 
たとはいえる。 

——韓国高校界の近況は 
李監督ハンドボールの競技人口 
は高校に眼らずすべて増えて来て 
いる。高校選手権には金国から觀 
校おく集るようになった。国民学 
校(小学校)の体育にも採り入れ 
られており、将来さらに普及する 
だろう。 

——日韓高校交流について。 

李監督大変意義のあることだ。 
これによって若いプレィヤ I には 
げみを与えることが出来るし技術 
の交流も出来る。お互いのよいと 
ころを学びとりあいたい。 

——日韓ハンドボ I ル界の交流に 
ついては、 

李監督高校の交流復活をキッヵ 
ヶとして大学も交流が再開できた 
日本ハンドボール巧はョ I ロッパ 
とも積極的に披觸しているようだ 
し、われわれは大いに関ムを持っ 
ている。いつそう両国ハンドボ I 
ル界の結びつ.きが密接になること 
を期待したい。これまでいちども 
交流していない女子については特 
に強く希望する。 




'李さんもハンドボ^ —ルの出身 
ですか。 

李監督私の専問はテニス。韓国 

のハンドボール指導者 (コー チ〕 
は若い人が多くなって来ている。 
〔写真は田村日本協会々長(左)と 
歓談ずる李載歸監督〕 


一巧一 







曰体大韓国遠征 
日記 （下） 

化川勇喜 

(曰体大監督） 


一>7 月；3日、朝早く目をさます0 
前夜の巧奮の割には爽快である。 

こんなム—ドの時には今までも 
絕対負けたことがない。 

第2戦の相手は慶熙大。体育館 
に着いて観客席をみわたずと S 分 
の二の入り。選手も多少胸をなで 
おろした感じでをる。 

まだ一戦だけの経験だが、まっ 
たく、当地の声援ははげしいもの 
がある。 

昨日と違ってセレモーー1も短か 
く充分な練習時間がある。なにも 
かも事がぅまく運んでいるので余 
格をもてる。 

ホイッスルが鳴る。昨日と同様 
韓国ぺース、いつもながらどうも 
なち上がりが悪い。しかし、巧日 


とは 違い大抱(斎藤)がすこぶる 
快調なのでをムでをる。ロングシ 
ュート、 サイド 攻撃、ポストプレ 
I とバラ H ティー に富んだな撃で 
が々と 加点、 孤 分に 813 と日点 
リ^-ドする 。ところがこのあとの 
な撃が雜で、イージ1チャンス、 
イ^ — ジ- —シュ^ —卜を続けて落とし 
て 逆速を を かけられ更に、左の李 
鍾南のシュートが決まって前半8 
—目で終了。 

ハ ー フタ イムの 策戦では、後半 
トップのガードを李鍾南への巧着 
ガ I ドに切替え、更に「強引に割 
り这むプレーヤーに対して二人で 
協力してコースを庶断せよ。攻擊 
は サイドラインが 狭い ことから、 
相手は激しい飛び出しデフてンス 
をホくので、前進したデフュンサ 
—の後ろに素早くポスチヤーは入 
り縦のラインを、多く使って攻撃 
せよ」 と 指令した。だが、時間を 
かけて叩き込み敷多くの試行錯誤 
をくり返して、 ここまで 来たう ち 
の連手にとって、体質や気質の ま 
ったく違う外国の選手に完全に巧 
ち勝つには時間が必要のようだ。 

結局、指示も徹底せず、追い上 

げられて一度はタイにされた。ロハ 

昨日と違うところは 気迫が あり、 

勝負にがして韓国運手お上に意鞭 

巧、執念を燃やして戦い、それが 

勝利の原動力となった。スコアは 

5寸3 0 
1ネ1 

試合終了後慶熙大学主催のレセ 


プションに向う。荒川先生より慶 
熙大学の ことは 聞いていたボ着い 
て驚いた。後方を山に囲まれた如 
万巧の広大な王地の中央にそびえ 
立つ摇長の官邸、その眼下に各大 
学(曰本では学部〕ボスマ I 卜に 
高く、 あるいは 低く、 どつしりと 
実に自然との調和も辭やかに建ち 
並んで いる。この 大学を僅か跳年 
間で これ 基にしたと いう 設立者の 
富と、知恵と、勇気，•実行力に敬 
意を感じた。特に、印象に残つた 
のは谷間をうまく利用したダラン 
ドだ。加段 もあろうと 思われる 
コンク リ ー トで固めた 観客席、 選 
手の一人が思わず階段を下りてグ 
ランドに飛び出した。無理もない 
毎日竿の子を洗うような狭いグラ 
ンドでわれわれは諫習をしている 
のだから……0 

本館の見学では大理石の階段に 
目を見はる。昨年世界繞長会議を 
蘭懼した時に、ここで総会をした 
のだそうだ。 

このあと、 盛大な レ セブション 
に臨む。勝つても、負けでも学生 
気質は気持がいい。我々も一週間 
に直る歌の合唱練習を存分に発揮 
して 盛大なる拍手を受けた。 

学長先生(編集部注•栗本義彦 
氏)もムードにすつかり酔い上臟 
げん。お得意の、自分で振りがけた 
「ドンドンパツパ」を 踊る。 これ 
また大喝さい。国境もない差別も 
ない、明るいムとんが描きだす美 


しい情景だった。- 
▽ 7 月；3日昨日の勝で今朝はす 
っきり。朝食のボリユームも苦に 
ならない。朝食後、学長先生が、 
こんな話をされた。『韓国という 
ところは、バスケットボールが盛 
んで、ハンドボールのプレ I も、 
バスケット巧な傾向が見られるし 
レフ H リングも、その感が強いの 
‘でデフてンス側は損だね』……。 

やはりスポーツ全般について、 
高い識見をお持ちで、考えること 
も、見る角度も我々とは異る。 

午後、仁川に向う。ソゥルと仁 
川は、東京と賴換のような立地条 
件で、人口孤万の港湾都市。巧手 
は大学選抜とのゲームだがアゥト 
コートなので運手も大張り切り。 
しかし、第1戦、第2戦のゲ I ム 
内容から、安楽な気分ではいられ 
ない。なにしろ、技術、戦術面で 
3年の差ボあっても棘格•体力 
で、差し引きゼロに等しいのだか 
ら……〇 

ゲ ー ム開始、得意の速攻は出る 
しサィドを深く促った4 . 2のダ 

ブルポストのシステムも、動きと 
ボールがリズミカルで着々と加点 
しかし、遷拔 チー ムも、得意のス 
カィプレーと左3人を使った縱 
賴の力とねばりのプレ I でポィ 
ント、一進一退の好展開。第3戦 
目で作戦的にシフトデフュンスを 
ホいているのだボ、ボ—ルキ—プ 
力と、早く強いシュートカに対抗 


する協力防禦の連携が、うまくい 
かない〇ヵットィン•ジャンプパ 
スと、 兎に角、秀れたジャンプカ 
を活かした滞を時間の長い相手の 
プレ I は H リア内に飛びこんだあ 
と パスする感じだし、そのうえに 
を中バランスが良いので、どんな 
角度から投げ入れられたボールに 
対しても楽々 とさ ばいて しまう。 

昨年、曰体も、 このフ ォメ I シ 
ョンが成巧し、多くの成果を収め 
たが、ジャンプカの相違が、プレ 
) の幅と深みになって化るので判 
っていてもやられてしまう。 - 

これを完全に食い止めることが 
できるのは最終戦になって しま 争 
のではないか。 

前半、 W 対8と2点リ—ド。後 
半に入り、独特の VY 型速攻で圧 
到し、観衆を砸了する。7せで巧 
—8 と5点差、楽勝を思わせたが 
ここから、ホ]ムデシジョンの笛 
が出て次から次えと警句(注意) 
される。 とうとう 斎廳がのかに2 
分間とせに5か間、谷藤ボ顔 
をつかれての鼻出血でそれぞれ退 
場と最悪の事態。この{八を埋めて 
の死にもの狂いの攻防だ。一人お 
りぬハンデも智力と、組織力と、 
気力を柳％発禪すれば勝つことだ 
ってある。いや、勝てるのがチー 
ムスポーッの勝負の面白さだろう 
一点差迄に追い込まれたがよく持 
ちこたえた。ここで谷藤がの分に 
鼻血を巧さえての復婦、斎藤も退 
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-日か大韓国遠征成績- 

•18-19 成均館大 
015-13 慶熙大 
020-15 韓国学生選抜 
014-9 円光大 
♦11—12 全慶觸大 
013-12 成均储大 

日韓選手体格比較 

身長 （ cm ) 体重 ( kg ) 
日体大174.8 68.9 

成均館大17日. 3 71.7 

慶熙大174. 9 69.3 

大学選抜175.9 70.3 
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さんは昭和％ 年に韓国高校還抜軍 
の 役員(審判) として来日してい 
る。現役時け、 当時の U 人制コ I 
卜でハーフラィン(約 加 m ) から 
のシュートを得意としたというだ 
けをって 側呵咖帖 の豪憐だ。 

ソゥルから約4時間裡里市に着 
く。ここの人はほとんど円仏教の 
信者だそうで•日本にもこの宗教 
が入つているという。 

夜、女子学生による手作りの料 
理にムが曝まり、食べ終ったあと 
女子学生と歌の交換。 

▽7 巧バ日第4戦•円光大学と 
の対戦。韓国では、国際試合のほ 
どんどが、ソゥル中ムで行われる 
為に、全州では、珍らしいそうで 
観衆もぞくぞく詰めかけ.コート 
サィドまで鈴鳴りの状態。怪我人 
が出ぬかとん配する程であった。 

ゲーム開始は2時。ソウルで 
の試合が全部 W 時からだったので 
コンデシヨンダの点で少々ム配、 
環凳に順ちして除のリズムを変え 


るということはすこぶるむずかし 
いことでをる。 . 

ゲ I ムが始まったが、案の定、 
が角、絶好の速攻チャンスをつか 
んでもボ^~ルコントロ^ —ルが悪か 
ったり、ダッシュカがなかったり 
で生かしきれない。円光大学も練 
習不足が目立ち、コンビネーショ 
ンプレーの巧えが見られず。成均 
館大、慶熙大と似たようなスヵイ 
プレ]をするが威力もなく得点に 
つな.がらない。李鍾範(大学選抜 
選手)のパヮーのあるシュ^~トカ 
が頭扳けており、パツサ t として 
も一流、守りもうまい。 r 人 S 役 
の活躍だ。前半はせり合いのゲー 
ム展開に終始。しかし、後半、超 
人時な李の脚力投力もさすボに疲 
れがみえはじめ他の二人、 S 人も 
疲游から瘦擊で退場、日体も選手 
の動きそのものはよかったが展開 
内容がうすく；3 —9 で聴ったもの 
の快、むとはいえない。- 
▽ 7 月 W 日を慶熙大と第日戦。 
第2戦でお戰した現役に7人め〇 
0:1を加えた韓国最強チ1ム。プレ 
1 イングコーチの除康錫氏は昭和 
那年に韓国学生還抜の主力として 
来日した人だ。 . 

慶熙大としてはライバルの成均 
館大が日体から1勝しているだけ 
にどうしても勝ちたいところ。試 
合前からその気迫が伝はってくる 

試合開始、出足はいつになく好 
調だ。先取点は大川1斎藤のジャ 


ン ピング•ク.イックプレ* —による 
もの。これはバレーボールの クイ 
ックを導入しようと试前から日体 
大•森田運手(注•旧本バレーボ 
I ル巧のトップスパイカー ) から 
そのコッなどを聞いて、狙ってい 
たプレー。まさか韓国遠征で"成 
巧"するとは思はず、してやった 
りと膝を巧つ。 

しかし全慶熙大もベテラン•除 
の 好リー ドで攻めこんで くる0 
ハー フタ イムに、除に対するデ 
フェンスを指示、攻撃面ではボ I 
ルを早くはなし、そのあとの動き 
を考えるようにうなポず。後半2 
点差をつけられた纷分からホール 

コ t 卜(プレス〕デイフェンス0 

塩崎の単身速攻で1点差。時間は 
3 分残る。巧手は逃げの態勢だ。 
あと2か。ボールカット、しかし 
身体接触がありと判定されあと1 
か、敵も味方も必死の攻防、ベン 
チも総立ち、だが、ついにホイッ 
スル。夜、ユンバてドホテルで 
学長先生の誕生祝い。."勝利".を 
プレゼントできなかったのは申訳 
けない。 

▽ 7 月？3曰いよいよ最終戦。相 
手は緒戦で苦がを契した成均館大 
連戦の疲れで体が思うようにな 
らないだろう。馴れない食事で、 
コンデションボ最低の状態だろう 
しかし同じチ I ムに 2 度と負けら 
れない。ハンドボールマンの意地 

と、日本学生巧の名誉をかけなけ 


ればならないのだ。 

自信と不安が交錯する中で、ホ 
イッスルが鳴る。やはり疲労から 
のミスが多いし、、、、 I テインダ 
で確認し合ったデフュンスの責務 
も遂行出来ず、ポ.ッと真空地帯が 
出て、守りにリズムとバランスが 
とれない。この{八をつかれて早い 
モーションからシュートを打たれ 
ポイントされる。どうも大型選手 
のもつ技術的欠陥をつく、うまい 
戦術的プレ I にしてやられる。 

又、リードしてもすぐ取り返す 
ねばりには敬服する。このねばり 
は、食生活から来るものなのか、 

-それとも民族性なのか。 

後半の W 分に、一度は、3点差 
迄にして安全圏に入ったと思はれ 
たのだが、追い上げられ巧対。で 
辛くも勝つ。通算成績は4勝2敗 
極度の疲労で意古，通り動かない最 
悪の肉体的条件だったがよく気力 
で、これをヵバ I して頑張ってく 
れた。このことは、何よりも得難 
い体験であり、今後のチームカ向 
上の大きな疆となるに違いない。 
夜、ハンドボ I ル協会のレセプシ 

ヨン0 

多くの善意と親切、それに韓国 
遠手の持つ勝負への離しさとプレ 
I の激しさ……。今回の遠征でわ 
れわれは実に多大な収獲を場た。 

よき友よ、コマスミダ(有難う 
)0 またいつの日にか…。ァニヨン 
ケセヨ(さようなら〕 (完〕 


場が解けて一.段と盛り上ボる。こ 
うなればしめたもめ。たたみかけ 
るような迫力のある速攻と組織の 
機動力を充分発揮する。3 • 3の 
セット システムから 塩 崎が中央ダ 
ィビングシュ I 卜、サィドからの 
プロンジョン シュートと大活躍で 
水を開けて如—巧で快勝。 

大学達抜には、袍が負けられな 
い意地と根性が、悲壮盛にまでな 
ってゲームに現われ、それがプレ 
I の迫力と結びつき今迄見られな 
かったうちの選手の激しいプレ！ 
に陶郵した巧分間だった。どんな 
に、いやなことがあっても、どん 
なに苦しいこと、つらいことが套 
っても、手しおにかけた選手が勝 
負に執念を燃やし勝負に全てを注 
入する純粋性に她れたら一ぺんに 
吹き飛んでしまう。 

夜、日本をのパーティ。 

全員でサクラサクラ、五ツ木の 
子守おなどを唱う。 

帰りのバスの中も協会の人達と 
高らかに歌声を交歡…… 

▽ 7 月；3日あいにくの雨。今回 
の遠征中ただ 一 日の休養だっただ 
けにちよっとボッヵリ。午前中は 
観ホ、午後は日体同盛の歓迎会と 
買いもの。 

▽7 月 W 日第4戦の巧われる全 
州に向かう。車盛から目に映る田 
園風景はさすが韓国一の米所だ。 

途中、競技委員長の鄭鎮圭さん 
に誘われ食堂車でがをかわす。鄭 
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ベスト•エイトに残ったのは、 
西ドイツ、チてコ、東ドイツ、ス 
ゥユ I デン、デンマ1ク、ル1マ 
ニア、ユ—ゴ I 、スペインの諸国 
で志る。前回は西ドイツ、ユーゴ 
:—、フランス、東ドイツ、チェコ 
スウユ^—デン、デンマ^ —ク、スイ 

スで患った。前回は何度も触れる 
がル—マニアが不覚の一敗をきつ 
しているので、やや蜜ったベスト 
エイトになったが、今回巧「てい 
るのは值か2ヶ国、前々回にさか 
のぼると西ドイツ、デンマ I ク、 
チユコ、ル 1 マニア、オランダ、 
スウユ^—デン、フランス、ポルト 

ボルという形になっていて、今日 
的感觉でいうと、やつと4回、日 


男子第5回ョー n ッパが選手権 
大会は19 62年から1963年 
の冬にかけて巧なわれた。 

この大会から、準々決勝と準決 
勝だけではあるが、今日のョ I 口 
ッパ杯大会の慣例になってきてい 
る、ホ ■ —ムアンドゴ I アウエイ ( 

自国で一度と相手国で一度試合を 
巧なう二回戦方式、勝ち数、得失 
差点の順で順位をつける方式)方 
式が確立された。このように今日 
のョーロッパが選手権は長い歴史 
の上にたって、今日の形ができあ 
ボっているのであり、一朝一夕に. 
現在の形が生れたのではないこと 
を記憶しておいていただきたいも 
のと葛克る〇 

この大会はデュクラ•プラーグ 
とデイナモ•ブカレストという、 
ここ十年近くハンドボ]ル巧を牛 
耳っているル I マニア t 、チェコ 
スロバキア両国のトップチ—ム同 
±の巧戦となり、この両強豪時け 
のョ 'I ロッパがに於ける幕明けと 
なった。この両チームは前回は強 
チー ムと目されておりながら、デ 
イナモ•ブヵレストが東ドイツの 
DHfK ■ライプチッヒに一回戦 
で接戦ながら破れるという番狂せ 
を生じ、その DHfK •ライプチ 
ッヒボデュクラ•プラ ] ダに準々 
決勝で破れるという結果になって 
おり、その前の回と前の前の回に 
'も対戦をもっており、因縁浅から 
ぬものをもっている。 


参加国は？^チ I ム 

前回参加の W チ I ムから3チー 
ム増加して、进チ I ムが参加して 
いる。 

ハンガリーとポルトボルの復活 
モロッコボ 欠場し、 アイスランド 

ボ出攝し、2ケ国が増え、前回優 
勝の fa •ゲッピンゲンがそのま 
ま推薦出場の形をとり、西ドイツ 
からは、 古豪 T 扫 W •キールが出 
場し、西ドイツは2チームを出場 
させることになった。筆者の記憶 
に誤りがなければ、このよぅな她 
置がとられ、ーケ国から2チーム 
が参加したのは、ヨーロッパがの 
歴まの中でこの回ただ一度のこと 
である。 

参加国ボのチームと多教にのぼ 
ったため、がチームにしぼるため 
の予選6試合が巧なわれた。. 

初出 場の アイスランド 
緒戦を飾れず 


▽予選 

THW - 

(西ドイツ) 


キ 


巧 IU 


WKS •ス 
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レスロ1 
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イキ ヤヴイ 
ック(アイ 
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ボリー〕 

グラスかツ 
パーズ•チ 
ユ.ーリソヒ 

(スイス) 

スコヴバッ 
ケ、/ •ア^— 

ルフス(デ 
ンマ^ —ク) 

初出場のァイスランドは緒戦を 
飾れず本大会に出場することはで 
壹なかつた。アイススンドのフラ 
ム•レイキヤヴイツクボいきなり 
アールフスといぅデンマ 1 クの強 

豪とぶつかり、1点差の試合、し 
かも延長戦の末に惜敗といぅ試合 
を巧ない多くの人々を驚かせた。 

ハンガリ I のスパルタクス•ブ 
クペストは先日全日本チームがボ 
インッァ杯で顔を合せているハン 
ガリ t でもつとも歴史の巧い強豪 
チーム。前回も出場することには 
なつていたのだが、都合で出場で 
きず、今回はその埋め合せの意味 
もあり、みごとに才 I ストリアの 
WAT * アッツゲルスドルフを大 
破して、本大会に駒を遞めた。 


っホ—ラン 強豪順調，-;勝ち進む 


だべルギ 


YU 


ド〕 

ベンフィカ 
•リスボン 
(ポスト ガ 

ル) 

HBC •デ 

ュデリンゲ 
ン(ルクセ 
ンブルグ) 


▽一回戦 

fa •ヶッ フ/マー ル 
■ヒ こゲこ 〇 — 4 •ブラツ JJ 
(推薦•西 41レ フフ* 

ドィツ〕 J 
テユクラ* r V • -r 

プラーダ 巧—^ TH 巧キ 

(チェコ) 


1ル 
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回大会になって、ョ lu ッパ杯も 
強豪がそれらしい形でベスト.•エ. 
ィトをしめるといぅ極立された形 
になってきたと云えよぅ。 

準々決勝•準決勝は 
初の二回戟方式で 

▽準々か勝(二回戦方式) 

FA •ゲッ 9 〇 アトレティ 
ピンゲン 1 1 1 コ•マド 
y ツ K 


了トレテイ r-r -- r * ドソ 

マド UI 9 け許パ. 


1勝1敗、総得点說—班で FA 

ゲッピンゲンの稔利 


デュクラ 
ブラ I グ 


す U S 巧け- 


刪巧ご-9だい：： 


1勝1敗、総得点视でデュ 

クラ•プミーグの勝ち0 

ハィム.ゲ 9 7 スコヴバッ 
!テボルグ 1 1 ケン•ア— 


財パ； r 平 W いパ44が 

1勝1敗、絡得点扣でス n 
ヴバッケン•ア I ルフスが準決聴 
に進出。 


デイナモ 
ブ カレス- 

デイナモ 
ブ カレス. 


GRK •ザ 

ダレブ 

G 反 K •ザ 
グレブ 


ディナモ ブカレスト 2勝 
準々決勝はディナモ•ブ カレス 


卜だけが無敗で通過、他の3チ I 
ムはいずれも一臟一敗となり、總 
得失点の差で勝利を握り、準決勝 
に進出することになった。二回戦 
方式のスコアは前記の通り、ホー 
ムチームの時には、大勝するとい 
うのボ通例のようになっているが 
これはきわめて興味深い現象であ 
る。2勝を挙げたとは云え、ホー 

ムコ i 卜のブヵレストでは、班— 
8と実力差をいかんなく見せつけ 
.た ディナ モ •ブヵレスも卜 、相手 
コ I 卜では、918と辛勝におわ 

っている。 

このことは、相手チームの n ^— 
卜にのりこんで勝つことがいかに 
至難の技であるかを示している。 

観衆、 n — 卜、宿泊等々といっ 
た環境が非常に大きく試合を左右 
する要素として浮びあがってきて 
いる。これは何もこの時だけでな 
く、クラブチーム同击の国隙試合 
ナショナルチーム同±の試合、あ 
るいは国内チーム同壬のリ I グ戦 
などに於いても同様の現象がしば 
しば見られる。 

このようなことから、第 S 国で 
試合を行なったり、 ホームアンド 
ゴー アゥ ユイ方式が採用されなけ 
ればならない事態が生ずることに 
なるので患る。 

日本の観衆と違い、ョーロッパ 
の観衆の自国びいき、自分の町の 
チ I ムびいきは著名な話で、これ 
まで渡欧した選手団もしばしばこ 


のことでは苦教したといぅ話を聞 
いている。 

.いささか話がそれたが、準々決. 
勝は予想された通りの結果となり 
それぞれ強豪が勝ち進み、西欧圏 
2東欧圏2のチ^—ムがベスト•フ 
オアに決定した。 

欧2.ケ国が 


栄冠' •争う 


▽準決勝 

デュクラ* 
ブラーグ 

デュクラ* 
プラ—グ. 

デュク ラ 
ディナモ • 
ブカレスト 


] ピンゲン 

4 4 F A •ゲッ 
211ピンゲン 

ブラーグ2勝 

4 2 スコヴバツ 


ブカレスト11 ケン•ア I 

ルフス 

•ディ ナモ. 4 〇 スコ ヴバッ 
ブカレスト1 1 ケン.ア| 
ルフス 

ディナ モ•ブカレスト 2勝 
準決勝はデュク ラと ディナモが 

あっさり、2勝をあげた。 fa * 

ゲッピンゲンは準決勝で デュク ラ 
•プ ラ— ダに敗れ、 一二 連覇の望み 
は消えた〇この年のデュク ラ •プ 
ラーグ 、デイナモ •ブカレスト 両 
.チー ムの成長ぶりには眼をみはる 
ものボあり、型1964年の世巧 
選手権の両国の対決が大きな期待 
をもって待たれるようになった。 

デュクラ延長戦の末 


み勝1963年4月6日がパ 

リ 

デュクラ. 513 デイナモ • 
プラ—グ 11ブヵレスト 

決勝戦は男子ョー□ッパ杯の主 
管国になっているフランスのパリ 
で巧なわれた。 

この 試合期待通り、大激戦とな 
り、試合がおわった時には、巧— 
巧と全く同点。その後延長に入っ 
てから、 デュクラ •プラ ー ダは2 
点をあげ、守っては、ディナモ • 
ブヵレストに 1点 も 許さず、第1 
回大会のプラーグ市チ r ムに綺い 
て、2回目の栄冠を チ ュコにもた 
らした0 

世界選手権ではすでに1961 
年の第4回世界選手権でルーマニ 
ア—チ H コ時巧に入っているが、 
ョーロツパ杯もこの大会を契機と 
して、ル—マニア—チェコ暗代 
に入る。もっとも、クラブ対抗の 
ため、種々のハプニングが志り、 
栄冠は東ドイツ西ドイツなどの間 
に行ったり来たりがあるが、チュ 
コとル^~マニアが常に中、むになっ 
て動いていくことになっていく。 

(注〕 fa ■ゲッピンゲンは従来 
FA ••キョツピンゲンとしていた 
ものですが、ゲッピンゲンのほぅ 
が原音に近いので今回から変更し 
ます。(藤本強) 


ディナモを破る 




全日本男子 
遠征報告9 

〜ヨ— ロッパの2ケ月〜 


ユ—ゴ チ I ムの 
ハンドボ—ル 


今回、はじめてユ ー ゴのハンド 
ボールに接することボ出来、来年 
の世界選手権への日本にとっては 
前しよう戦ともゆうべき貴重な試 

合をし、且つ、ユーゴのハンドボ 
1ルを観ることが出来ました。 

誠に貧弱な記憶ですが思い当る 
まま書いてみたいと思います。 

過去に於いて、ユ .1 ゴスラビ了 
のを在は、世界的にも大したもで 
はありませんでしたし、我々も 
又、白紙の状態だったのですボル 
1 マニア、ハン ガリ1 で、 I 部の 

関係者の来年の世界選手権はユー 
ゴが優勝ずるだろうとの暗を聞く 
につけ、驚くとともに、ま際どの 
程度か、興味をひきました。 . 

ユーゴは、ここ数年来、研究に 
研究を重ね長足の進歩をとば、今 
各国で話題の的で ある 1 " 2 " 3 


森克彦 

(FP . 大崎電気工業〕 

といぅ防禦システムを生み出しま 
した。このシステムによって昨を 
から今春にかけてユ—ゴが世巧の 
強豪を巧手に全勝したといぅので 
すからいかに画期的なものである 
か、理解出来ると思います。 

その新しい 1" 2ぃ3の システ 
ムで すが、強豪と言われる国には 
強力なロング シュ—タ ーボあり、 
その防禦方法としてソ連などはマ 
ごノツ ー マン方式をとっていますが 
この 1: 2 U 3の システムは、常 
にボールを持った選手に対してシ 
ュ I 卜化来ない様、セットデフエ 
ンスで防頸するもので、これでは 
当然ロング シュートは 難しい訳で 
す。又、攻撃に移る隙、この方式 
ですと、速攻ボ素早く出来ること 
も楷徵①ようです。ューゴの得点 
の多くが速攻でのものでをること 


が裏がけています。ただどの方式 
にも長短は あるよう にユ I ゴの用 
いてる システムは、 ダブル ポスト 
に対し、 セット、 デフ 卫ン スボ崩 
れること、又、非常に多くの体力 
を必要とすることです。(もつと 
も後者の方は、ナショナル選手と 
もなれば、その程度の体力はもち 
あわせているでしようが〕 

では攻撃についてはどうかとい 
うと、私の見た今回のユーゴチ1 
ム は、日本チ ーム と対戰した段外 
は、来年のこともあり、作戦の手 
の内を見せてくれなかった如く思 
われました。ただ、個々に取りあ 
げてみると他国の選手より、強.い 
握力でボールを完全に自分のもの 
としていること、左の長身ロング 
シュ^ — 夕. —がいること、 チー ムの 
けん引者たる老巧なゲ I ムメーカ 
I がいることなどです。 

全体時にみてユーゴチ J ムの特 
徵はデフてンスと、そこから繰り 
広げる速攻に尽きると思われます 
日本はタシマィ、ダン杯で、ユ I 
ゴを少差ではあるが堂々と破った 
訳ですが、敗れた後、ュ I ゴの卜 
レーナ I は、『今後の計画は全面 
.変更、新しくやり直す』と、本気 
とも冗談ともつかぬことを言って 
いましたが、日本の目的はユーゴ 
を破ることで、ューゴの牺徵であ 
る遲攻を、『速攻のチームは速攻 
にもろいのたとえ通り、逆に日本 
も速攻で呼く作戰を用い選手各自 


も綿密な許画のもとでユ I ゴを考 
え直し、頑張ることが必要である 
と思います。なにはともあれ、来 
年の選手権を控えて、ユ I ゴと試 
合が出来、身近に観ることが出来 


ソビエト チ I ムの 
ハンドボ—ル 


"ョ I ロッ パのハンドボ 1ル" 
と.一口に言うと、ョ J ロッ パの国 
々は同じようなプレ！をしている 
様に感じるのだが、それぞれ異な 
った特徴があり国々で違う。 

ドィツ、 スゥェ^ —デンにみられ 
る流動めなプレー、ルーマニア* 
チェコにみられる体力とスピ I ド 
で巧し切るプレ—等に対し、ソ連 
のハンドボ—ルは日本のプレーに 
似通っているおが多い。 

その プレー は身長ーセ〇 センチ 
前後のョーロッパでも指がりのド 
リブルの名手•ソロムコとロンダ 
ヒッタ I •クリモフ等 ポ中ムにな 
り左サィド動作とブロックプレ1 
をがり混ぜて無理のないを媛を示 
す。破壞力に欠けるが、それを練 
習量でヵバーしている様だ。 

全員よく走り、防磬からな擊に 
移る時少しでも相手の スキ ボあれ 
ば全員が一斉に飛び出し、小さな 
スキをも、ものにずる。意気の合 
つた攻めの速さは、まるで、相手 
をがりたたむようで、これがソ連 


たことは、大いに役立ちましたが 
ュ I ゴが今回の敗戦によって、一 
大奮起してくる ことは 充分に予想 
され 全日本には今回お上の気力が 
要求されましよう。 


藤信巧 

(FP •大崎電気工業) 
丰—ム の最大の得点源になってい 
る0 

ディフェンスに 於て はキーパー 
の好守が目を引き、シューターが 
いざボールを投げようと思う瞬間 
そのシューターにがしおおい被る 
ように前に出たり、又、サイドシ 
ュ I 卜に対しては、能ざと股下を 
にく關けておき、シュータ|ボ股 
下に 投げ入れるように誘い込み投 
げた瞬間に股下のボ]ルはもう巧 
えられている。 

この撒に、"かけ引き"とか" 
間合いのおい方"とかいうものの 
うま さは披群である。- 

私生活に於ては、 タシマイ ダン 
杯大会中、ソ連チームと同じ宿舎' 
で生活していたのだが、グランド 
だけではなく、何事においても、 
ソッ なく、落ち着いているし、我 
々ボ試合時間等の変更や何かでモ 
タモタ している事が多いのに、む 
こうは 余格のあるかの如く巧動し 
ている0 

を員の行動が何もかも、サッと 
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揃い学ぶ姿は、誠に、"立派"で係のない事かも知れないが、日本 
あると いうに他ならない。やはり チームも 学ばなければならない点 
彼等は、このような生活に慣れてではないかと思う。〔左の写真は 
いるのだろう。直撰ゲ I ムには関 ューゴ(白)と対戦するソビ H 卜。〕 

U 人制の国際試合を見て 


井上素行 

(FP •大崎電気工業) 

ルを観る機会に恵まれた。西ドィ 
ツ対スィスの国隙試合だが、シー 
:ィ ' K ' ズン終りのゲー 
扁禪®黯ムにもかかわら 
ず 約 一巧 五千の 
大観衆がつめか 
けていた。シ I 
ズン中なら满員 
の二万五千は確 
P 常：靈 i 実に入るだろう 


西ドイッのホッヘンバッハにを 
るスタジアムで U 人制ハンドボ] 



yi 


との事だった。 
前座ゲームのジ 
ュニアの試合が 
終った後のセレ 
モニ I で来寶紹 
介、テレビの実 
況中継もやると 
の事で多くの有 
名人が来ていた 
日本にもおなじ 
みの ペラ ィ氏、 
トルヵ 氏等の紹 
介もあった。我 
々日本チ ー - も 
紹介され、われ 


る穂な拍手と大歓声により歓迎の 
意を示してくれたきは感激だっ 
た0 

試合は非常に懐しいものだった 
美しい芝の コート にセンタ I サ I 
クルがあり、お m ラインが患り、ゴ 
1ル前には巧 m 半円のゴ I ル早リ 
アラ インが引かれている。 コート 
を見ているだけでも楽しくなる様 
な霉囲気だった。 

しかし初めて見ると云う若い連 
中等はこの古典的？ハンドボール 
が多分奇妙なものとしか映らなか 
っただろうと思う。 

ゲームの結果は别—巧のダブル 
スコアで西ドイツの楽勝であった 
世界の名プレイヤーと呼ぼれるル 
ブ キングを中、 むに豪快に走る西ド 
イツの フォヮー ドを見ているとハ 
ンドボ I ルのダイゴ味が十分味わ 
えられる。7人制の一番面白い部 
かであると ころの 中間速攻が常に 
ゴ I ル前で展關されている感じで 
ある。流れが大きいだけに7人制 
のように緊張感がないが豪快さに 
おいては7人制では味えないもの 
がある。しかもシユートにがする 
キ^ —パ-—の動きはダイナミックな 
うえにも美しい。この様な魅力を 
捨て切れず今も U 人制ハンドボ I 
ルを続けている西ドイツのハンド 
ボ I ル関係者の気持が理鮮出来る 
ような気持になった。 

- スタンドも実になごやかなム t 
ドだ。ムからハンドボールを楽し 


んでいる。売店にはこのゲームの 
為に作られたペナント、記念バッ 
チヤジ用のラッパ、笛、その他ハ 
ンドボ^—ルに関する多くのものボ 


販売されていた。さすがハンドボ 
1ル王国だなと再認識させられた 
U 人制ハンドボール観戦の一日だ 

つた0 


マニア球界の実態 


共産国•ル I マニアでの一二十五 
日間に体験したハンドボ！ルが欧 
如ハンドボールの金べてではない 
けれど、共産国の多い欧州各画に 
共通するものがあります0 
~、施設についてどのぶ5である 
か。多種蔬技種目をもったスポ— 
ックラブが千五百余数 あり、 その 
中でも五つの有おなスポ1ックラ 
ブが全国各地のスポ I ックラブを 
統制していた。テストをぅけて合 
格ずれば所属出来るのでちる。娛 
楽のみないこの国ではスポーッボ 
青年達の唯一の楽しみでをり、ま 
た萝でもあります。スポーックラ 
ブの経営は国から2ヶ月四〇〇〜 
六〇〇万円の資金援助ボをり、卜 
レ I ナ I や選手達がそれで生活し 
ているのです。強いチー ム になれ 
ば援助金も増すといぅ。また国外 
への遠征に行くことも-るり、スポ 
I ッ選手になることは特権階級の 
生活を営めるのです。共産国のプ 
□化された強さを感じざるを得な 


本田 洋 

(GK •日本体育大学) 

い程に施設はすばらしいものでし 
た0 

二、練習に於ける指導方を、内容 
はどのよろであるか。方法、内容 
の全国統一化されたハンドボール 
を強調し、全国から集ったトレ I 
ナーの講習会を開き、研究発表会 
を行っている。各地方で育てられ 
た選手を臨時集合させゲームを行 
っても プレー展開、 攻撃システム 
防禦 システムが 理解出来、 チ ー ム 
ヮークが揃う こと ボ出来るのであ 
る。ルーマニアの統一化された姿 
にも、共産国故の強さを感じる。 
日本の.ハンドボール巧も、統一化 
の中にあるをさを考えるべきであ 
ると 感じた。 

一二、選手の体力、テクニックは 
どうであったか。防禦においての 
動きが激しく、攻撃な上の厳しさ 
がある。防禦第 I のハンドボ]ル 
である。日本の防禦は人形のよう 
に、やさしく立っている。常に有 
利な防禦の位置に夥颤している甄 
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タシマイダン杯大会(前半戦一 


禦方法を学ぶ必要ボある。また、 
マン* ツ^ — ■マンで守ることが出 
来るだけの防觀力を持つ必要が妾 
ることを教えられた。基礎体力 
の練習は防禦の激しい動きの出来 
るためのものでありまた攻撃の多 
種のシステムを繰り返し繰り返 
し、リズム、 テンポの正確さを 追 


求して邱く。 
練習過程の中 
でも基聽体力 

を身につけて 
ゆくと云う方 
法で、をえて 
基礎体力のた 
めの練習と云 
うものはなか 
った。彼らの 

体力面で有利 
な点ほ長身で 
あり、ボ！ル 
を片手で捏っ 
て操作す るの 
が習慣になっ 
ていて腕力が 
あるという点 
である。日本 
人は彼らより 
も腕力、握力 
背筋力は少な 
いが、身のこ 
なしが上手で 
ある。日本独 
自の力を発揮 
ずるには、長身のシュ]ター、ス 
ピ I ドあるシュ I 卜に対応出来る 
激しい動きのある防御力と、スピ 
1 ドのある 速攻ではないだろうか 
と考えます。〔写真は西ドイツ対 

日本戦。ョーロッパのナショナル 
プレイヤ I の腕力•握力はずご 

い〕 


ザヴィドヴィチにおける我々日 
本人におする人々の感情は我々が 
思っていた據上に暖かいもので歓 
迎して吳れた。 

巧車を降りた時のあの観衆の異 
常な興味深さを持ったまなざしは 
遠い異国から「よくいらつしやい 
ました」と云っているようで志っ 
た0 

.大会に入っても日本チ I ムの試 
合ぶりは地元の人たちの注目を集 
めたようだ。 

"了ジア""東洋"というもの 
に巧する関ムということもいえる 
だろう。我々ボコ I 卜に出ると大 
きな拍手。ハンドボールの本場. 
ョー□ッパにおける著名大をはい 
つもこうしたム I ドで開かれるの 
だろうか。うらやましいと思う。 

初日の対ソ連戦に隙しては•徹底 
构に日本に声援して興れた。それ 
にはかなり政治的な雰囲気が感じ 
られた。現在、世界情藝でのソ連 
と日本の立ち場というか何かをま 
ざまざと見せられた。だが観客の 
声援に反して私達の試合は惨敗に 
酷った。試合の後で何か間の拔け 
た疲れを感じたが、ョ ーロッ パに 


飯田誠巧 

( F_p •大崎電気工業) 

おける有数の選手権大会に出場し 
て初戦に敗れたという感党がピン 
とおなかった。だがその盟日の巧 
ユーゴスラビア戰 においては昨日 
と同じように同情にも似た I ド擾を 
おくって吳れていたが前半の終り 
ボけには、日本がリードして観を 
が自分の国であるユーゴの1ド援を 
レフ H リーの 笛がする時などは聞 
きとれない場面が続出、ゼスチャ 
I 、でその場の雰巧気を感じとっ 
ておりました。 

そして試合後半の終盤近くに7 
m ス a I ボユ^—ゴに与えられ ゴ I 
ルキーパー、下亞が劇的に阻止し 
ユ I ゴの敗化が決定した瞬間には 
この世の人の声かと思われるよう 
なあきらめにも似たどよめき 声と 
いうより音を感じた。我々はこれ 
で「勝てる」と•云う思いが頭の中 
をよ ぎり、試合終了の ホィッスル 
がなった時は前日の志の物足りな 
い気の拔けた様なものではまるで 
なく、世界選手権に優臟でもした 
ような気かになり、目がしらに熱 
いものが流れて、からだをだき合 
い背をたたき合ってよるこび、か 
らだがほてりつ放しでまぶたがボ 


—ツとする。あのような事は私の 
ハンドボ I ルの歴史でも初めての 
摇験でありました。 

この I 勝のためのル I マニアに 
おけるお日間の合宿、試合、それ 
な前の東京け々木のスポーツセン 
ターなどで全員が其離練習などに 
汗を流した事が、価値あるものと 
なった。そのに面敗れたユ I ゴ- 
ス ラビア チ^—ムは 奈落のどんぞこ 
にでも落ちたごとく沈んだ表情が 
かくせ.切れなかった。 

今大会の優勝候補の筆頭にあが 
っていたチームだけに落担も深い 
ようだった0 

そしてこの試合終了後先きに訪 

問したル I マニアチ]ムの トレー 
ナー 、選手。 ハンボリ ー の トレー 
ナ I 、 選手達が共に喜こんでくれ 
た事はスポ—ツを通じての人間の 
ふれ合いを感じさせて兵れた感激 
的なできごとだった。 

翌日の対ルーマニア戰において 
は反省の材料を我々に残してこの 
地ザヴイドヴイチでの3戦を終了 
しました0 

この地をまる時、駅に我々を見 
送りに多くのフアンが来てくれた 
又いつの曰か会える事を夢みて思 
い出多いザヴイドヴイッチを後に 
する。 

ポーポ. . ポ]。产車の欺貢 

植は、さびしくもなつかしい思い 
出として いつまでもひびいている 
ようだった。 
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タシマイダン杯大会(後铅戦) 


思い出多かったザビドビッチに 
くらべ、ユー コス ラビアの首都で 
あるべオダラ I ドにおいてのタシ 
マィ ダン杯の物足りなさは、やは 
り観客の動員数にょるものか？。 
それと、ソ連がユ—ゴと引きかけ 
優勝を確実なものとしたためか。 
全くもりあがりのないものとなっ 
た。 

今大会第4日は我々日本チ I ム 
は対戦巧手な.く試合の見学に専念 
した。ソ連対 ハンガリー、ユ—ゴ 
对 ルー マニア、両 ゲーム とも一方 

的な試合となった。 

しかし、その時みせたソ連の y 
ロムコ選手の、カットしてこぼれ 
た球ボほどんど、地面についてい 
るものを、ドリブルして スピー ド 


ニケ月の遠征の中でユーゴスラ 
ビアで生活したのは タシマ个 ダン 
がの開催地ザビドビッチと首都べ 
ホグラ ー ドでセ 日間。 この遠征の 
目的とも言われる タシ マイダン杯 
を競った生活としては厳しく息を 


下里敏彥 

(GK •大崎電気工業) 

を落とさず走り速攻に移って得点 
した時は思わず拍手を巧っていた 
見たこともない"超美技"であっ 
た。 

翌日は我々の最終戦。ハンポリ 
. ~とは 2戦して1勝1敗であり又 
この 試合に勝てば3拉、敗れば最 
下位となる。何が柯んでも勝たね' 
ばと、試合前のミ]テング練習に 
は、全員ボハッスルして チー ムの 
ム I ドを もり 上げ試合にのぞむ。 
結果は引きかけに終り、日本、ハ 
ンガリーとも同率3位に終る。 

今度いつの日にか、対戦ずる時 
には、この決着はかならずつける 
と、ムに誓いタシマィダンがの全 
日程を終えユ I ゴ I とも別れをつ 
げた。 


藤中憲二 

.(FP •日本体育大学) 

抜く日もなかった。ザビドビッチ 
ではこの大会の為に宿舎や競技場 
〔ハンドボ I ル尊用〕が新設され 
た。この巧は人口五万人と小さな 
巧ゼポハンドボ I ルに対する市民 
の情熱は大変なもので試合の時は 


常に五千人拟上といぅ熱狂ぶり。 
特に日本に巧する声援はものすご 
いものが患った。宿舎ではソ連、 

ル I マニア、ハンポリ1、ユ—ゴ 

の選手達と I 褚で生活した訳だが 
宿舎の廻りには子供達が朝からと 
り まきサィン やバッ，チをねだる。 
人々は人なつこく窺切でぁった。 

ュ I ゴは他の共産国に比べて町 
の雰囲気や.生活は民主化してい 
た。特に男性で目立ったは、今流 

巧のヒツピ10ハン ボリー、 ル I 


おは日本を出発する前ル I マニ 
アに対して……というより共産国 
ということばに対して何か陰湿な 
ものを頭に描いていました。しか 
しル^—マニアの首都ブヵレストに 

着き、私が実隙に見•感じたもの 
は、 透き通るような青空、近代的 
な建物そして美しく整備され、緑 
にあふれた並木道でした。それは 
私達が経験するスモッグに薄汚れ 
た大都会*東京に見るをあでなく 
自然色に觀ちた美しい巧でした。 
このような巧を歩く 力.ラフ ルな ミ 
ニスカ I 卜の 女性を見る とき、 私 
は好気ムとともになぜか近代化と 
いうか自由化の波を感じずにはい 


マニアには見られね髪の長い若者 
や服装が目立った。女性もパンタ 
ロンを 着て いる。 日常.生活を見て 
'も野菜、くだもの、電気製品ボ豊 
昔だ。 タシ マィ ダンを 競ったザビ 
ドビッチは市民の生活は低く自由 
資本が入ったとはいえまだまだ日 
本に比べる比較にならない。べ才 
ダラー ドは首都だけをって近代的 
な建築が立ちならび交通量も多く 
ョ 1 U ッパの他の共産国に比べえ 
これ.から飛躍す る 国だと思った。 


(FP •大崎電気工業) 

られませんでした。 

私達はブカレストを惦点にして 
練習や試合に1ヶ月間を過したの 
ですボ、練習が1日2回だったの 
で、錬習に明け、繰習に暮れる厳 
しい毎日でした。しかし、そぅだ 
ったからこそ夕食後2時間程①自 
由時間は私達にとってより一層待 
ちどおしい時間でした。 

着いた当初、自由時間に喉をぅ 
るおすべく出かけたのですが、言 
葉が通じなかったり、店が満員だ 
つたりで、空しく帰ったこともあ 
りました。だから感じの良い店を 
見つけてきたときには重大発見を 
してきたかのごとく各部屋へ伝え 


て遇ったものです。しかし1週間 
も過ぎた頃には友達もでき、より 
快遮な毎日を送れるようになりま 
した。 

私達はルーマニア滞在中、ボラ 
チ•スナ ゴフ•ティミシヨアラ I 

•ブラショフその化各地を転戦す 
るたびに、自由時間-レセプション 
のときを問わず乏しい英語力にゼ 
スチユア I と度胸でもって多くの 
思い出と友達を得ることができま 
したが、特にガラチでは大学のホ 
子寮の一角を借りて宿あしたこと 
や、試合後しセプションで相手チ 
i ムの人達と肩を組んでビールを 
飲み交わしたことなど、ちれられ 
ない思い出となりました。またブ 
ラショフでは、ホ人の床屋はうま 
くないというので、床屋に行かな 
いお達を見かねた勝 コ 1 チが、野 
巧の咲きをれる草原で巧大な^々 
をバックにクシとハサミを握って 
おられた姿は今なお印象に残って 
いまず。 

私達がこのようになごやかな楽 
しい雰囲気の生活をおくることに 
2ヶ月間という長期遠征中 
いがみ合いもなく、またル I マニ 
T 最終戦では、ナショナル B チ I 
ムに2戰全勝し、その後も一応満 
足のできる戦績を得る原動力にな 
った.ものと信じます。そして技術 
面だけでなく、生活面においても 
多くを経験し、学ぶことができた 
ことを幸；^に思っています。 
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西 

K 

イ 

ソ 

で 

の 

民 
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大役のタシマィダン杯も疼了、 
この遠征唯一の自由国誌門で7 月 
3日、西独へ。 

フランクフルトを 港からは、有 
名なォート.バンを、毎時百キロ 
の スピー ドで 行く。'革 窓からは、 
色とりどりの看板が眼に染む。「や 
はり、西独だ」なんて、騒いでい 
たのも束の間、涼しさで皆んなコ 

ックリ、々々口 

西独第一戦の地ハスロフに到着 
日本語での挨搂を受けたり、食事 
をしながら、雑談していたが、 

監督から、「ここは、民宿だそ 
ぅだ」と聞いた時我々はびつくり、 
選手一人に一軒と聞いた時はさら 
に ビック リ。これまでの、疲れも 
おいしかった食事の味もわすれて 
しまった。 

島国根性の我々が、まして、ホ 
国人の家族と共に)緒に数日を過 
•ごす事は大変だと思ったからでぁ 
る、パパの化向えで、一人々里子 
に取られて行く様子は監督•コ I 
チには、面白かったろぅが、こち 
らは、真險である。 

西独の我家？は、肉屋と、 レス 
トランを経営する親子四人の家族 
であった。(長女 U 才、長男7才) 


ま ™ 敏 

(FP •大崎電気工業〕 

一夜ぁければ、練習会場に、二一 
々五々と集まっては我家？の自慢 
話でをる。 

"私の家"は前記のごとく、肉 
屋と 、レストランの せいか、食べ 
ろ々々としつこい。ホヤジさんが 
太っているので、僕の身体をみて 
いつそう食べろうとすすめる。「 
そんなに、太つたら、ハンドボー 
ルが出来ない」と云うと笑ってい 
た0 

日本人は箸を使だろう、著を使 
えといわれたけれど、準備してく 
れたものは蟹とは、をだけ、串ぬ 
きの串二本。使ってみせたあと、 
ホヤジさんがまねると、手に、晤 
い ケイ レンをおこして、やはり、 


ナィフとフォー クに 替えてしまつ 
た。夜は、 TV をみたり、日本地 
図を開いて、九州、熊本、家聴、 
東京、小生、仕事とか単語だけで 
日本の話を通じさせた。休暇は、 
給料はとか色々話する。上曜日の 
'夜、明日は氷泳に行くとかで、子 
供二人が海水着になって、泳ぐ似 
ねをしたりしているのをみるとモ 
烘の時を、思いだしたりしたが、 
子供に対する黨の厳しさは、.日本 
より数段上のよぅで、某国の教育 
ママにも、 I 度西独へ行かせたい 
ものである。 

モお達もよく摸を聞く.。身体を 
動かずことやスポ I ッすることを 
真けんに考えていた、 S お四日の 
民宿は"すべて度胸一つ•た".と、 
教訓をあたえてくれたし一生の想 
い出となるたろう。別れる時、全 
員でのホタルの光や、途中まで、 
追いかけて来た、チビちやん達の 
顔が思い出される今日この頃だ。 


西 

K 

ィ 

ソ 

の 

印 

象 


最後の遠征国ドィツには7月2 
日に入国しました。ドィツに入つ 
てまず感じた事は、車の多い事、 
そして、この多い車に応じて道路 
のよく整備されている事、とくに 
アウト バ ー ンは、りっぱで石、そ 


どこの巧へ行っても、道にゴミ 
ボおちていないし、おとす人も見 
なかった。町の中には緑や、巧が 
多く巧を体が巧るく、美しかっ 
た。ベルリンに巧った時、私たち 
が巧く一週間前に、.東西の壁" 
に一人の男が挑戦して失敗したと 
の事でした。このベルリンの壁 
を、真のあたりに見ましたが、感 
じのよいものではありませんでし 
た。早くこのような壁がなくなる 
ようにとがるだけでした。せめて 


スポ I ッの世界だけでも"国境" 
，のない交流をつづけたいもので 
す。これを除けば、短かいドィッ 
ではありましたが、民宿にも泡れ 
ましたし、他の国にもまして印衆 
深い国でした。 

どこの国も、貪宰は巧が主体で 
この肉が、おいしくなく、日本の 
を料の豊かなのを痛切に感じまし 
た。外国に行き日本のよさがわか 
りました。 


初の海外遠征を終えて 

野 

aH3 


中井武|二 

(FP . 同志社大) 

の他のゴミおボ全々おちていなか 
つた。 アゥトバーン の速巧は無制 
限でをる。しかし ドライバー は、 
巧の中に入ったなら、制限速度を 
守り、交通道徳を、しっかり守つ 
，てい セ。 


あは、あ外遠征は初めてで、生 
ホ？3年間といぅもの日本をから離 
れたことがなく、欧州でのを事や 
水質め違いには苦しめられた。 

しかし、日ボたつにつれ除々に 
ぺースを巧り戻していった。 

この目で共産国を見たのも当が 
初めてでルーマニァのを共料を、 
を料品などの日用必需品がまいの 
ボ目についたボ反面、賛沢品は高 
くその差ボ著しかった。 

しかし町々は美しくな園などの 
手入れがゆき届き、巧はおきをれ 
緑がたいへん美しく、スポーッ施 
設も実によく完備されぅらやまし 
い限りでぁった。 

6月 W 日よりハンガリー人りを 
しセのであるボブタペストの中ム 


田 清 

(FP •大同製銅) 

にはドナゥ河が流れ周囲には古い 
建物や教会などがたちならびとて 
も美しい。 

6月视日は バス にげられて国境 
を越え、タシマイダン 杯出場のた 
めユーゴ へはいつた。ユ}ゴもル 
I マニア、ハンボリーと同様共産 
国でありながらアメリカナイズさ 
れ一種独特のム I ドを持った国で 
あった。 

この一二国の共通点は国家がスポ 
—ッ振興のためにばく大な提助を 
しているといぅことであつて、こ 
のことは、来年世界選手権での日 
本ボ勝利を納める前に大きくたち 
はだかるであろぅ。 

■7 月3日、最後の訪問国である 
西ドイッへ到着。ラインハゥゼン 
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国隙選手権で初の優勝 

ボインツア杯大会回顧 


村田 弘 

(全日本男子監督） 


ボリーに遠征するので、ハンガリ 
1のハンドボールを知る最もょい 
チャンスであ「た。 

第 3 戦の相手トラクト I ルは実 
力的に少し低かった。 

總体的にみて日本の総合力が優 
位をしめるとの予想で志った。 

初戦の相手ボインツアとは.ルー 
マニアに遠征してきて一週間目に 


対戦しの引き分けに終って 
いるだけに両チームフアィト満々 
で戦かったが日本は終盤速攻と 7 
MT を決めて勝利を得た。 

第二戦スパルタ I クはヨ ■ — ロッ 
パ屈指のクラブチ I ムとの対戦で 
あり、日本の実力を問うに一つの 
機会であったのだが連日の雨で、 

クランドコンデイシヨンボ悪く 

その上試合開始直前から豪雨に 


見舞われ試合のできる状態では 
なく、 3— 日と国隙試合にして 
はをく珍しい得点に両チ I ム終 
はった。ハンドボールらしさを 
失ってしまった凡戦で若し体育 
館でやっていたら互いに実力を 
発揮しわれわれも充分勝つ自信 
もあっただけに非常に残念であ 
‘った。 

第二.一戦は雨のためが X のの体 
育館で実施。体力、テクニック 
に勝る日本の勝利で2勝1敗と 
なった。この結果、ボインッア 
が スパルタ ー クの 対戦に よって 
は日本の優勝も考えられること 
となって 観戰 しながら 何度か 喜 
んだり、. ム おしたりしたものだ0 
結局 ボインッァが勝ち撼得点で 
かろぅじて日本の優勝が決定し 
た。出場チームが少なかったの 
で 内容的に盛り上りは乏しか？ 
たが日本のチ I ムボ海外で優勝 
したのは初めてのことで患り大 
変に有意義であった。そしてそ 
の後のスヶジュールにも大いに 
張りが出たと確信した。 

なお、優勝チ I ムに与えられ 
る賞が—『ボインッアカップ』 

はガラス製のみごとなものであ 
ったが、腮者の持ち廻りといぅ 
伝統的な品でもあり帰国まで携 
帯したり、返送する時に破損な 
どしてはと思い持ち掃っては来 
なかった。 


では協会のはからいで 久しぶりに 
民宿を して、 家庭の味を満嚷する 
ことができた。 西ドイッは 日本と 
同様戦後の復活ぶりが目ざましく 
国全体が活気に輛ちをふれてい 
た。しかし、第二次大戦 後、ドイッ 
'を二分した東西の壁が冷たく横た 
わっており今尚ムに残っている。. 
プレ I 面においては、この遠征に 
参加した私自身の最大の目標であ 
った「私自身のプレーがどこまで 
通巧するか又、通用させることが 
できるか」で患ったが、この問題は 
タイミングのとらえ方と、走りを 
利巧することによって何とかでき 
るという自信を持つことができた 

やはり外人を巧手に勝利をおさ 
めるためには、そつのない攻擊を 
することと日本人の特徴である速 
攻を生かすことである。しかし速 
攻のみにとらわれるのでなくその 
中に遅攻をうまく織り込んでゆか 
ねばならないと思った。なぜなら 
敵ボ I ルになったら.一点取られる 
ことをかくごせねばならないから 
である。常に言われていることで 
あるが前者を売全に行うためには 
チ^ — ム•ワ^ —ク 、すなわち コンビ 
ネ^—ションであるとつくづく感じ 
た。 

デイフてンス面においては初戦 
のころはロンダを防ごうと前へッ 
めればポストからシュ I 卜を打た 
れるといった悪循環があったが、 
この両者を防ぐにはネデフ氏も言 


つていた ように ディ フ王ンス のパ 
ワーをつける こととフツ トワ I ク 
を完全なものにする H ホ道はない 
と思う0 

やはり来年世界選手権へ巧つて 
勝利を納めるのには日本チ—ムの 
時徵をさらに磨きをかけ完全なも 
のにして臨まなければならないと 
痛感した0 

西ドィツ 週刊誌に 
おける選手団の印象- 

近着の西ドイツの週刊ハンドボ 
!ル誌「ハンドボールヴオツ へ」 
では、今回の日本選手団の遠征を 
大きくとりあげ、多くの頁をさい 
て、関連記事を掲載している。 

この中で、真夏にも抱らず、 7 
人制の試合を室内で行ないしかも 
多くの観衆を集めたこと、日本チ 
!ムが"強い"という形容詞をつ 
けられていることが特に印象的で 
をる。 

西ドイツのトレーナ I の言とし 
ては、「シ I ズン中ではないため 
7 人制に不慣れであり、前半は非 
常に苦しい試合になり、ようやく 
慣れた後半、なんとかできた。と 
にかく速い上に日本は力もつけて 
きた」と ある。 

西ドイツにとって日本の誌独は 
今年の夏シーズンの大きな話題と 
なつたことは確実である。 


6月6日より3日間ブカレス 
卜のボインッア競技場で日本. 
ボインツア•ブカレスト、 トラ 
クトール•ブラショフ(いづれ 
もル I マニア)スパルタ I ク. 
ブタペスト(ハンポリ I 〕の4 
チームが参加して行なわれた。 

この大会は毎年ルーマニアの 
労働者が主催し、招待して行う 
競技会である。 (ボインツア と 
は労働者のクラブ組織で金国の 
W 都市に組織を持っている。〕 
本年のルーマニアは六月初旬 
というのに雨が多くこの一二日間 
も天候ボ不順で、あと 二日 間は 
豪雨に見舞られ、初日はグラン 
ド、二日目が雨中戦、そして最 
終日は体育館とさんざんな日程 
だった。 

われわれは強化合宿一二週間を 
過したあとだけに、その成果を 
発揮する最もよいチャンスであ 

った。 

他の3 チ I ムのうち ボイ ンッ 
アはルーマニアの B リ I グで優 
勝し来シ I ズンから A リ^~グ入 
りを決定して非常に意気が上っ 
ていた。 

スパルタ I クはハンガリ1の 

名門。同国 A リーダで数回の優 
勝を誇りヨーロッパカップにも 
出攝している。今シーズンは3 
位でナショナル選手が一二名入っ 
I ていた。ルーマニアの轰とハン 
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連載.ヨーロッパの技術研究 (4) —--一一 

青少年 ハンド ボール選手の 

トレーニングにわける医学的な問題点 

- M •ク七ラ ， M •マ七ク—— 
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ハンドボール競技の今日の隆盛 
は我々の身体組織のトレーニング 
に関して強い管理を'必要とするよ 
うになっている。 

•特に私達の ように 青少年を披っ 
ている医者にとって、このことは 
非常に重要なことで患る。 

というのは、チュ n では、 U 〜 
巧才の少年が学校で八千人、 W 〜 
W 才の年令では、六千人がハンド 
ボール競技を行なっている。 

これら青少年の数はけつして少 
なくなく、 これに責任をもって当 
ることは非常に重要な要素となっ 
ている0 

. これゼけでなく、ハンドボール 
の昔及はめざましく、それぞれの 
地区の学校、高披、巧はもとよけ 
村々.にまで、広く競技は行なわれ 
ている0 

間題はがに述べる二つに主にし 
ぼられるものと思う。 

I 、 ハンドボー ル競技を幼時から 
専門的に巧なう、もしくはよりよ 
いと思われるのは、青少年のスポ 
1ッ能力を高めること。 

二、身体組織におけるトレーニン. 
グの作巧 

第一点については、.すでに長い 
間、医者その他が注意を向けてい 
る0 

このように小さい時から、 スポ 
1ツをやることは、そのことによ 
つて、健康をそこわたり、その後 
の運敦能力の発展を妨げたり、ま 


た正しい目的意識のもとに行なわ 
れなかったりというようなことが 
あっては、をく無意味なことにな 
ってし まう ので、そのような こと 
が絶対にないように注意しなけれ 
ばならない。 

これらに関しては、極端な意見 
が述べられている。 

その一つは、十分に体作りがな 
されていない段階では、決っして 
一つのスポ I ッを専門にやっては 
いけないと云うものでをり、他は 
初めから、どんどんやつたほうが 
望ましいとするものである。 

少年と青年のトレーニング、云 
いかえるならば思春期の前後の卜 
レ—ニングに差を設けるかどうか 
に関しては未だよく解決されては 
ぃなぃ。 

ここに少年期のトレ ） ニングの 
重要な問題がを在している。 

それでは、どのような要素をも 
ったトレーニングをまず行なった 
らよいのであろうか。 

1958年に がのようなことを 
念頭に置いて はと 考えられた。 

一、 少年の機敏、機能、体力を槛 
合的に発展させることのできるス 
ポーツであること。 

二、 個々人の身ム両面の発展をは 
かれるもので患ること。 

三、 地域的な条件(気候、‘用具な 

ど〕にをつているもので患ること 
スポーツ的能力をたかめるため 
のず年から青年の夥行期はつまる 


ところ基礎体力という点から見て 
も、ほぼ同様な移行の時期にあた 
る0 

この移行期はすこぶる重要であ 
る。 トレ ー ニングをこの間、 なく 
すことは考えられない。 

種々の観点から見て、ハンドボ 
—ルはすべての基礎的な運動能力 
を要ホしている。すなわち、走、 
跳、投といつた要素を兼ね備えて 

おり、もつともてきしたスポーツ 
ということが云えよう。 

多くのハンドボ t ルの トレ！ ナ 
-1 は U 才の時にトレ}ニングを始 
める。これはハンドボールが基避 

的な体力養成にも、また競技自身 
の トレ I ニングにも適して いると 
いう特性をもつているからである 
が、この期間はごく楽な ことを 巧 
なう。2才〜。ホになつてからが 
適当であるという意見もあるが、 
大勢は U 才が良い と 考えている。 
恥達もハンドボ t ルを始めるのに 
もつとも適した年令は滞：！一才がよ 
いと信じている。もつ とも 成長の 
遲速によつてこれは若干変つてく 
るが原則的には、 U ホが適当であ 
る。 ’ 

第二の点は、こめ時期では、長 
時間のトレーニングはむしろ有害 
であるとされている。そして、合 
目的的な練習でないならばむしろ 
マィナスで、変な指導を受けた場 
合には、もう 一 度やりなおさなけ 
ればならない場合が生じる。 



確れてくださ t 、？ A \ IKA 百 A 

完全巧おじ巧する強旣さ、バウンドの uJlMi % njiifl 
正確さ、そしてダイナミックな弾性と tlHWlI BALL 
板群の而ホ久性——■世巧じ誇る< ミカサ> 


日本ハンドボール協会おまな 

明星 IT 厶工業ががを化 

な島-東京-大阪 • 福岡 


年令が少なければをきやすく、 
高年令になればかなりの熱中度を 
示す。これは私達が調査した統計 
資料の中にも現われている。した 
ボつて、 トレ I ニングは年令に応 
じて別々に組んだほうがよりよい 
ように思える。 

第 S の問題は健康管理の問題で 
ある。これは トレ I ニングをいか 
に管理、運営していくかの問題で 
ある。 

もちろん、年令によつて、か年 
あるいは青年またはその移行期に 
よつて、 トレ t ニン グの種類.時 
間を変えることは考えられよう。 
しかしこれは非常に難しい。いか 
に健康を害さずに、人間の能力を 
高めでいくか、の問題になる0 

青年の場合には、基本的に云つ 
て、激しいトレーニングの後に、 
休みの時間を設け、これを適宜に 
組み合せ、調子を高めていくこと 
が望ましいとされている。少年の 
場合には、これは無理で、現在ま 
で多くの人々が語つているが真に 
理想的なものは決められていない 
ので患る。 

青年にこのようなトレ L ニング 
を巧なつた場合、呼吸数、脈膊な 
どもきわめて順調に整えることが 
できる。また呼吸器系統の機能を 
高めることも可能である。 

少年の場合には、ハンドボ J ル 
体操、水泳と云った総合的なトレ 
] ニンダが必要である。 


少年の場合の実験によると、短 
時間に強い負荷をかけたほうが長 
時間に弱い負荷をかけるより、健 
康上有利であることが判っている 
そこで、 もし 少年同±の試合ボ巧 
なわれるなら、そこでは、次々に 
遵手をとりかえ、短時間に爆発的 
なプレーをさせ、ベンチにかえつ 
て休ませるという形の試合方法を 
とることが推められる。 

少年のトレーニングに関しては 
私達はさして経験がなく、.現在種 
々の方法、時間などについて、檢 
討中であり、多くを語れないのは 
残念でをるが、種々のことボ考慮 
されている。 

ハンドボ I ルの選手を観察する 
際には、ゴ I ルキーパーとその他 
のフィ—ルドプレ— ヤー は、しつ 

かりわけて巧なわなければならな 
いのは言うまでもないことで志ろ 
ミ 

通則にしたがえば、他のチ I ム 
ゲ—ム、たとえば、サッカー、バ 
レーボールなどに I 般巧に要求さ 
れる トレ— ニングを行なうことで 
十分であろう。 

しかし、私達は、彼等の手の関 
節について十分に注意を化わなけ 
ればならない。このことはとかく 
薛現されがちであるが、重要な問 
題である。 

また、かなくとも、一二週間の休 
暇をとることをすずめる。 

秋のシーズンボ踞了したならば 


本当の意味で完全な休養をとるこ 
とが望まれる。これはとかく巧な 
われないことが多いのであるがぜ 
ひ毎年完全な形で実行してほしい 

少年、青年のトレーニングは私 
達の経験が少なく、特にハンドボ 
I ルでは、その普及の歴史が浅い 
ため、 I 般的にも、調査研究が遅 
れており、未解決のき項ボ山積し 
ている。 

しかしながら、次代をになうハ 
ンドボール選手の健康の面、スポ 
1ッ能力の発展の面から見てもも 
•っと、もっと多くの事項が研究さ 
れなければならない。 

近い将来、ぶず辭決をしなけれ 
ばならない問題である。 

最後に青少年の体力作りに関し 
ての医学的に营理について述べ、 
まとめにしよう0 

まず、私達は少年に正式の服装 
をさせるように強く要求しなけれ 
ばならない。 

特にゴ I ルキーパーについては 
このことは強く要求されてしかる 
べきであろう。現今のキ^ .パ ] の 
99パ I セントまでは不十分な服 
装をしている。 

少なくとも、すねあて、手装、 
トン .— ニングパンツ、サポ I 夕— 
を着巧させるようにしなければな 
らない。ハンドボールは比較的歴 
丈の裸いスポ I ッであり、そのた 
め、私たちは十分な経験をもちあ 
わせていない。 


そのため、どのような点を十分 
に医学的に管理しなければならな 
いかは疑問が多い。少年の年令に 
よって、試合の場で体験する組織 
の疲游ボどの程度のものなのかを 
は 「きりと 云う ことは 現段階では 
不可能と考えられる0 
私達の体験から考えて、ずずめ 
ることのできるのは次のようなと 
ころで患る。 

1、 少年の体力作りと、トレーニ 
ングは少年の年令が満 U 才になっ 
た時にはじめる ことが 望ましい。 
二、個々の少年がトレ—ニングを 
關始する際には、十二分な注意を 
もって、年令相応の位置にまでひ 
き あげてい くこと。 

一二、少年のトレーニングの継続時 
間は注意深く、注意深く調整して 
いくこと。 

また、 少年期に適ず るよう に、 
身体面でも、精神面でも、十分に 
配慮して、 ルー ルその他の面も変 
更するならば、ハンドボ I ルは広 
く I 般の少年に愛好され、その身 
ムを鍛えるためにもつとも適した 
スポ ー ッの一種と云う ことが 云え 
よう0 

X X X 
すべてに十分に注意されたトレ 
1ニンダ計画、 U 才というとル学 
校の5 • 6年、ここからトレ^~二 
ンダをはじめると云うのですから 
チてコの強さが判るような気がし 

まず。 (抄訳 藤本強) 
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阪 スターズ 〔大阪) 一|_|- 
福 井一 

知 ク （高知)一 
岩 ま 一 I 一 

菱鉛筆(神奈川）——1 


一般女子 

大洋デパート（熊本）—— I 
ブラザー エ業(愛知) 一|_| 
全 化 海 道一' 

全長 崎一 l_f 

井原高0 GW 山)」 
大崎電気(埼玉 ）——I 


■:一 島原農(長崎） 
~ 垒 大 阪 
i 一 全 愛 知 
■ I 一小段ぶ立(石川） 
" 一损木選抜 ■ 



旧大全高全一二 


ス貢員ク員貢面員ク団ク ^道扳田抜 

ぶぁぁ鬻 r 7 

£阜川岡井縄^崎を^玉ホ I 化島本 
大岐香福お沖化長岩山埼巧巧全広全熊 



も面白くなりそぅだ〇プラザーエ 
業(愛知)が大洋デパ]卜に拾て 
身で当るともつれるのだが •：.： 。 

〔高校巧モ - w チーム】.全日本 
高校優勝•下関中央エ(山口〕の 
ダブルクラゥン成るかが焦点。有 
カチ—ムがひし、めくブロックだけ 
に荒れそうだ。 

B ブロックも予違の難しい顔ぶ 
れが並んだ。 

金日本高校で話題をさらった富 


岡•桐をエ混成の全群馬が扳け出 
てく ると みたいが、新居滨エの斗 
まも悔れぬし、岐阜も選抜とは思 
えね まとまりのよさを 誇っている 

地元の期待を集めている長崎は 
計画巧な強化が実を結んでいるよ 
ぅで、調子の波をつかめば一気に 
優隙を さらう 公算もをる。 

1回戦、2回戦のうち4試合は 
単独校対選抜軍。精鋭揃いだけに 
予断を許さず、地域予選で前年優 


-------- 

木島島本重良川媛 


损福広熊二一奈石愛 

CCCCCXCCC 

木ク吳ク研ククネ 

栃 G 飼ミ 菊 
お技 学 
KS 製本をエ2 

〇島新田 友 

A 福日熊本奈県住 


n n 111 n 
)))))))) 
阜馬城都知野崎智 

岐群宮京高長長滋 

CCCCCCCC 

業ク B 都クク保ス 
〇 

工大 世フ 
農院京知農 

盤掉 佐ル 
常甘東全高化全ゥ 


n md 

))))))) 

岡知梨口手山京 
福愛山山岩和東 

CCCCCCC 

巨知クク会油景 

〇 友石 
エ愛山山商 
倉 岡善 
小全塩徳盛丸ご一 


白冲で 

高校男女 

第 M 回国民体育大会ハンドボ I まとまりを欠き 2位にをり、関東大阪〕がメンバー編成の不手際で 
ル競技は W 月 洗日から化日までの予違でも|一一景.に巧し まくられて や大阪代表となり乍ら近潔予選を棄 
6日間、長崎巿営球技場に 全国各っと勝つなど 選手の質量が額面 ど 権、をを見せぬのは惜しい。 

地の予選を勝ち抜いた 5 部門の チ おりに活かされていない。 この 大.【一般女子-じチ ー ム〕.いわゆ 
—ムボ 参加し， て聞かれる。化み合会では是ホ立ち直ったところを見る 4強のう ち大洋デパ I 卜(熊 
せの抽せんは 9 月日東京で巧わ’せて欲しいものだ。がなは一一一景。関本〕と 一ー ー菱鉛筆(巧を川〕の両者 
れたがみ部門のをカチームを探っ東予選での接戦で大崎には自信をが大崎電気(埼玉)、田せお写一 
てみょう。 (編集部) 持った。しかし、全愛知、常盤工業重)_に今年は水をあけており、大. 

幾 らの強敵が立ちふさボっており楽洋 —1 一一菱の争はとみるのが順当。 

【一お巧モ.撕チーム】シード観は許されね。住ち化学巧本も打 巧年な来、出場した大をにすべ 
された大崎電気(埼玉〕、一一一景(東倒大崎の念に燃えているボ AOK て優勝という大洋デパ，—卜の自信 
京〕、住友化学あ本(愛媛)、常盤栃木、熊本ク、ををクらクラブ巧-にあふれた堅陣に巧して、関東地 
工業(岐阜〕ボ優勝候補のトップのまカチームが並んでおり巧断は区でを願のトップに躍り化た兰菱 
クラス。ナショナルプレィヤー を 禁物で ある 0. ダ—ク ホ— スは全巧鉛筆ボ巧の全国 タィトルを 掌中に 
ずらりと揃えた大崎電気は今年勝奈川—氷見ク (富 山〕の勝者、全たできるか。その試合ぶりはみもの 
てば9連勝になる。を日本総合 ( ！(長崎〕、日お製銅ち(広島〕である。ダ I クホースは全長崎、 

8月-盛岡〕ではチームとしてのあたりか。注目のワクナガ薬品 ( 全岩手。大阪スターズ—全お井戦 
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男子卜ーナメント（参加45校） 


曰体大- [ 

愛知教大一 f - 
九如産大 」~1 
追手巧学院一，I 
富山大 一 h-l 
国±館大—— 

名古厦大— 
明星大一 f 
ゴヒ海道大」一 
な都大— 
法政大— ' 

早稀西大 —I 
甲南大 —I 
虹銜大づ 
仙台大一 h 
桃山学院— 
齒西大 —I 
哉.蔵工大一 I 一 
金沢美工大一 
順天堂大一 
南山大一'一 
東京教大— 


I —, 


•立教大 
-1_1一本州大 
1 I 一京都産大 
一明治学院 
— I L お城大 
' ——同志お大 
|— 一 -大 阪経大 
-し一慶応大 
,し金沢工大 

_-中央大 

1_|~東京学芸大 
L 東ゴヒ学院 
I —中巧大 
- Li — 明治大 
し関西学院 
_1—山梨大 
1——西南学院 
I —曰本大 
- L | 一大阪体大 
I 一岐阜大 
— I 一金沢大 
I I —甫化大 


-芝浦工大 


女子予選リーグ組み合 せ(参加9校） 

▼ A 組、日体大、中京女大、日女体大 

▼ B 組、中京大、大阪体大、東京教大 

▼ C 組、東女体大、甲子園大、東京学芸大 
(注）決勝リーダ試合順序は予選リーグ終了 

後に改めで抽せんで決められる予定。 


日本ハンドボール協会検定球 
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ソーン 広島•東ま•大阪 
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進めるが、こ 
れは初めての 
こと。なお男 
子の 3 回戰と 
準々決勝は同 
一日(第 3 日〕 
に行われる予 
定。女子の決 
腊リーグも最 
終日一日で消 
化される。 


勝の全静岡や全日本高校2化の中 
大附(東京〕が破れるといった波 
乱のム I ドがそのまま今大会にも 
持ちこまれるだろぅ。 

【高校女子 • W チーム】全日本 
高校での戦いぶりからすれば新居 
浜市商(愛媛)が有力だが、2回 
戦(緒戦)からまったく気が披け 
なぃ。 

このサィドの勝者から優聴が出 
るのはまちがいないのではなかろ 
うか。 - 

一方のサイドは全日本高披準優 


勝の栃木ホを中、むとした板木選抜 
中ムの展開となろぅが、何れも実 
力は紙一重。 

順当に巧けば新居浜市 U 全化海 
道—広島選抜の勝者が優勝最短距 
離だ。 

【教員 • U チーム】全日本教員 
(8 月•上尾〕優勝の東京教員ク 
がメンバ！編成の都合で欠場。絶 
対の"力"をもつチ I ムがなく混 
戦模様である。 

大阪イー •クルスもいちぢほどの 
鋭さがなく、埼玉教員は持ち駒に 


不安がある。 

そのスキを福井、岩手、長崎あ 
たりが つくよぅ だと面白いわけで 
その斗志を期待したい。 

なお、沖縄が初参加する。 

'〔樵合優勝争い】 5 部門に出强の 
地元•長崎が強化も予をどおり進 
んでいるよぅで有利とみたい。 

あとは埼玉、神奈 W 、 愛媛、熊 
本らが有力で楷に埼ぶは一般男女 
教員で大量点が望め長崎の強敵と 
なろう。化海道 もフルュン トリ I 
だが今年は苦しそうだ。 



巧モ第2回•女子第日回全日本学生選手権 ( U 月沈日〜如日) 
全日本学生の組合せ の組み合せ抽せんは 9 月對日東京で行われ別表のように決ま 

つた。会場は駒沢屋内球技場と駒沢体育館。全日程を室内で 


国体地域予選決勝記録 


平……化海道 

函館エ〇已(一般男子〕、室蘭 
ク(同女子〕、室蘭選抜(高校男 
子)、室蘭選抜(高校男子)、化海 
道教具団 (教員〕が各代表に決定 
U 試合記録は前号邸報 

¥……東化 

▼一.般男子第！〜棠3代表決定戦 


ま化学院大 

0巨(宮城〕 

S G ク 

(福島〕 


で化 


撕 I 一 


マツダ•ク 

(青森) 

8. カスカワ* 

ク(山形) 


盛岡商友会 17 大曲ク 
(岩手〕 3 11( 秋巧) 

▽同第 4 代表決定り—グ 

カスカワ•ク； ^—2 大曲ク 

マツダ•ク巧—じ大曲ク 

マツダ•ク W (か)；3カスカワ•ク 

〔順位〕①マツダクラブ®カスカ 

ワク感大曲ク 

▼同女子決勝 

全岩手以 i 


-f f 


を涌谷 
(宮城) 

▼高校男子決勝 

巧全山形 

▼同女子決聯 

全秋田全福島 
▼教員決勝 . 

岩手教員 ^5—3 宮城教員 

¥……関東 

ブー般男子第1巧表 
大崎電気(埼玉〕を推せん 


29 — 








▽同第 2 〜第 4 巧表決定戦 

を： i ： を川で U A ( gK 蝶 


塩(山山梨ご—の 


III 


景 2 — 


n 豎ク 

萬馬) 

215ら本原研 
某京〕311凌城〕 

▽同第5、第6巧表巧をリーグ 

AOK あ木如—化日本原研 

AOK 栃木サ農ク 

甘農ク J 5 IW 日本原 W 

〔順位〕 ① A OK お 木⑨甘農ク⑨ 

日本原子力研巧巧 

▼同ホ子を1、免2化表み定戦 


を京重機 

完京) 

5 3栃木ホク 
2—3 (栃木) 


1..を で3品 〕 B 


1石骑 


化聲ク 

S 寶 


か 見〇 I 目羽 水 
宫山) 119 ( 福史 

▼同ホモ決勝 

ル松市女 1—5 雇。岡 J 女 
(石川)1 5 ( 富山〕 

▼あ員決腺 

福 井撕ム富 山 

WV ……東海 

▼一般巧子第1、巧2け表決定戟 

ミをり8 7 常盤工業 
全愛知 1—1 廣貴 


清商ク 
(静岡) 


大崎電気 2—5 
寫王〕！ 

一二韋鉛筆 
(巧を川〕 

▼高校巧子決勝 

¥ UP 8 5中央大附属 
をお馬(を哀 

▼同女子決勝 

お木選抜 8—6 埼玉選お 
▼あ員決勝 

埼玉教員 WI 5 巧城教員 

T ……化信越 

一お巧子第1、第2け表決定戦 

:見々 
(ま山〕 

^—n 

▽同第 3 巧表決を戦 
化農ク现—化柏崎 HOB 
▼同ホ子み勝 

全福井 U 1 7 富山選拔 
▼高校男子決勝 


ネ田技研 2—1 
(一二重)11 

▽同を3巧表決定戦 

常盤工業泌 —7 清巧ク 

▼一お女子 

リーグ戦の結果、田が妨与.一重〕 
ブラザ—工業(愛知)がけ表に巧 
をり試合記録は本誌；5頁束海遥手 
権女すの項参照 
▼高校ち子決勝 

岐阜選抜化—8を静岡 
▼同ホモ決勝 

全愛知 8—6 全静岡 
▼あ員決勝 

陋阜教員 WIU 静岡教員 

¥……近畿 

▼一般巧子 

大阪け表の 棄権に ょりを良ク ( 
奈 良〕、ウルフス (お貴〕、 丸善石 
油’(巧歌 山)、 全を都 (ま都〕 巧 
戸製勘(丘 庫〕 ボ 予選試合を巧は 
ず推せんされた。 

▽参考記録 (2 試合〕 

奈をク ウルフス 


をを都な 18 

▼同女子か勝 

大阪スタ I 115 
ズ (大阪〕 1 5 

▼高校男子決勝 

大阪選お UI 5 

▼同女子決勝 
大阪選お日12 
▼あ員か勝 

大阪ィーグ 9 — 〇 
ルス (大阪)日1 


神戸製鋼 


甲子圃ク 
置ハ庫〕 


1大見堅エ 


兵庫選拔， 
和歌山教員 


WV . 中国 

▼一般男子け表決定戦 


が山口 f 


王(岡倉山 f 


雖驾 


の—。 


高知ク 
(高知) 


〔順化〕①住ち化学菊本®高知ク 

@高松ク 
▼同女子 

高知ク(高知〕を推せん 
▼高校男子決勝 

巧居巧 H 416 扁ぉ H t 古 
(を媛〕 2 6 ( 香川) 

►同女子決勝 

巧居おホ商3 16 をを島 
(愛.媛〕 16 を'-ィ盲 

▼教員決勝 

香川教員如 — U 愛媛お員 


T ……九州 


日 巧製韶臭 1—1 境港巿役所 
(広島〕' 21 ( 鳥取〕 

▼同ホモ決勝 

井原高 0 G (岡山〕ボ山松を ( 
広島)を巧— W 、 徳山ク(山口〕 
を UI 7 で破り代表にかを 
▼高が男子決勝 

下関中央エ 6 7 を広島選抜 
(山口〕 1 (広曼 

▼同女子決勝 

広島選お 615 岡山還抜 
▼あ員か腸 

山 口 あ員団岡山あ員団 
_ Y ……四国 
▼一が男子か勝リーグ 


▼一 お巧子代表決勝リーグ 
1 熊本まク！ち夕分分) ク 


ル貴 HOB WIK 熊本ク 
大分クじ海上自衛隊 
能本ク WIU ' 海上自衛隊 
大みク化 — U 小倉エ OB 
【順化〕①大 みク③ ル倉エ〇日③ 
熊 ネク④ 海上自衛隊鹿屋ま地 
▼同女子決陽 

大洋デバート(熊本)をおせん 
マ高校男子決勝 

声崎々)エ W —9 ぉ岡選抜 
マ同女子決勝 

熊本選ぉ巧— 6一大せみ^ 
I ►藝貝決勝 

福岡教員ク U — 巧大分あ員 


三菱鉛筆が初優勝謂 


各 

地 

の 

記 

録 


住化菊本孤一 f 香松川〕ク 
高知クロ 1 U 高松ク 


ま化学院大 OB が 7 連勝 

第の回東化選手権は目月に日か 
ら巧日までの4日間、仙台市の宮 
城県スポ ー ッセンタ ーで巧はれた 
男子は、予選トーナメント3試 
合の勝者3チームによる。決勝リ 
1 ダで優勝が争はれた結果、地元 
•東化学院大日 B (宮城〕ボ盛岡 
商友を(岩手)、 SG ク(福島〕 


を制してタィトルを獲得した。東 
化学院大 OB は 7 連勝 (TG ク時 
け通算)。 

- 女子は卜 I ナメントの未、全岩 
手ボを涌お(宮城〕に快聴、去年 
につづいて優勝をとげた。 

▽巧子予選トーナント 

擁 S 院器-!マッダ 

魯搜 f ‘ 


ク(青森) 


S G 
(福 島) 


撕 V 9 IU 、1 ク(福島〕 


— 30 — 










一昭が 44 年度ブロック高校選手権優勝お一 


男子 女子 


▽北海道 

函 

館 

東 

室蘭商 

▽ま 

ゴヒ 

湯 


お 

全耿田 

▽関 

ま 

明 


星 

昭和学院 

▽東 

海 

清 

水 

商 

名ホ商 

▽化信越 

小 


お 

小松市女 

▽近 

畿 

枚方*添上 

大 

巧 

▽中 

国 

下関中央エ 

真 

備 

▽四 

国 

新居耗エ 

新居浜お商 

▽九 

州 

鶴 

崎 

X 

九州女学院 


全神を川器-。。心靈 


店-^〕 ク 


如 


の 1 P ク 


一二 貴 2 名-了'一 S 日產巧 
丢京〕是口 —8 Y 凑城〕 

▽同準決勝 

大崎電気.-/叫—了®心ク 
島き 是口—5」7 窗止ク 

一二 景泌品 U ) 巧を神を" 


▽同決勝 


大崎電気 U (削一二 


貴 


▽ホモ準'々決勝 ( H 1 回戦〕 

IlSf 蓋 U )。 蠕 4 〕" 

まを重機ツ / UI 5 一9前橋ピジ 
寞京〕ョンズ 

赛馬〕 

栃女ク 8/^ w — o 一 1佐原女子 
(あ木〕之；2： — ^ク罕き 

一一養鉛筆 4 石—〇 一 3 全 巧が 
(巧を川〕-じ—3 一 3轰瘦 

▽同準決腸 

大幅電気東®重機 
一二萎鉛筆 如栃女ク 
▽同決勝 

ーーー菱鉛筆太崎電気 

全愛知、実業団勢制す 

女子は田が姑が連勝 

第；^回東お選手権は9月^、 W 


日の両日静岡県清水商高グランド 
に男ホと もトップクラス 各 チーム 
を集めて行われた。 

男子は実力伯仲同王で好試合の 
連撼 となった が、錯戦で2連勝を 
狙ぅ常盤工業(岐阜〕を降した全 
愛知が決勝でも本田技研ご二重) 
の反擊をかわして快勝、日年ぶり 
2度旨の優勝を飾「た。 

愛知け表の優勝は2年ぶり巧度 

目のこと口 

ホ子はリ]グ戰で巧はれヵムバ 
ックををめざす田村おご二重)が 
順当に勝ち星を重ねて2年連続5 
度目の優勝となった。 

接戦を予想されたブラザ！工業 
(愛知)—大洋耕(岐阜〕はブラ 
ザーの攻守に一日の長がみられた 
▽男子トーナメント1回戦 ( U 準 
決 S 

を髮巧 8 /^s — S 一7常盤工業 
全愛知 llw —9,/1 ^岐阜) 

一 1 淆商ク 

Y 爵岡〕 


本田技研2へ一 
ご二重)1/ I 

▽同3位決定戦 

常盤工業洗—7清商ク 
▽同決滕 

をを知の巧 u ) s 本田技研 


▽女子りーグ 
田が祐 
(一一一重〕 

大洋祐 
(岐阜〕 


で U 


ブラザ I ェ 
業(愛知〕 


UI 4 全静岡 


田村.綻の —4 全静岡 


ブラザ I ェ 
業 


MI 7 大洋紙 


ん見せること.ができず、決勝では 
S 景(奉恐の酷好調のを守の前 
に押しまくられたが、 タィム アツ 
プ寸前逆転のシユし卜を決め辛く 
も面目を保ちの連勝した。 

女子は一一一菱鉛筆(神奈川〕—大 
崎電気(埼玉〕の決勝で前半互角 
のあと、 S 蒙は後半ミドルを撃を 
実らせ快勝、宿願の初優勝を飾り 
大崎の7連勝を阻んだ。 

この大会で神奈川代表の優勝は 
男女を通じて初めてである。 
▽男モ1回戦 (3 試合〕 


全福島 u (；^ u ^)6 か H 女 
▽同み勝 

を秋田 W (。り)3全福島 


盛岡巧友1/^巧—9^7大曲ク 
を(を手〕 3 iwl 8 jl (秋田〕 

▽同か勝りーグ 

I 醫友乂 ns ) 化 S G- ク 
擁脂院蟲 MH6 S G ク 

東化学院日/^ 9 —6'^3 盛岡商友 
大 OB 1 严 6—7, h 会 

〔順位〕®東化学院大 OB ③盛岡' 
商友会 ③ S G クラブ 
1>女子トーナメント1回戦 ( U 準 
決勝〕 

全岩手 


、5——2\ 

。一 4— lj:L 製作所 


讓形 

寫島〕 


を涌ハ々のな u )8 全 (秋が田 ft 
▽同決勝 

をを手义パ u ^)5 全涌谷. 

大崎雷気、 III 景に辛勝 

第 S 回関ま選手権は8月日か 
ら？；3日まで横お义化体育がを中'む 
に関東8県のけ表(モ葉は巧モ棄 
権〕で争はれた。 

男子はナショナルプレィヤーを 
揃えた大崎電気(埼玉)が、単独 
チーム としてのなちなおりをいぜ 


湯沢、全山形を制す 

- 第の回東北高校 —— 


全を手 


、615ン 

矿— 2j7 


讀森 f 


鲁城〕！ 


国体東化予選を兼ねて9月巧日 
から仙台市で6県の代表が集まり 
行われた。 

男子は初優勝を狙ぅ湯沢(秋田〕 
—全山形の決勝となり、延長にも 
つれこむ熱戦から湯沢ボ劇的な逆 
転勝ちを’飾った。 

女子は県選披チ I ムがベストフ 
ホアのぅち一二つを占め、全秋田と 
を福島が勝ち残り、全秋田ボ前半 
から圧倒的に強味を示し初屬勝。 

秋田け表の優勝は3年ぶり日度 
目。なお、これで今年のブロック 
高校選手権はすべて終了した。 
▽男子 I 回戦 


3 1 7 '一 


3 1 〇」 


W 全福島 


▽同準決勝 
を山形 

湯；が 3/^4 13 
(秋困)11914 

V 同み勝 


全岩手 
古川ェ 


湯 沢 U 


巧全山形 


▽女子1回戦 

全秋田9打 U い )5 

巧田女1、2 — 

(山形) 1 V 9 I 

▽同準決勝 

を秋田 2(^: 


宮城一一女 
(宮城〕’ 

青森西 
(青森〕 


全岩手 
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0 6 3 4 
落青操井 

合陵山原 


—1 西大寺 
— 2 金 川 

U い)5津山商 


▽女子準々決勝 
真’ 欄に 
西大寺 
金 川 7 
津山商6 
▽同準決勝 
真 備 
津山商 7 
▽同決勝 
畫•、唐9 /1 


倉敷商. 3—8 津山商 
矢 掛 U — S 津山 H 
▽同決勝 

矢お濟^)3倉敷商 


I 中単大会記録 I 

▼第な 回愛知県中学 大会 (8 月. 
一ち巿〕 

▽巧子準決勝 

田島実行委員の話学窓を去っ 
たか> ての選手たちにもぅ一度ハ 
ンドボールへ足を向けさせたい。 

学校ハンドボールの強化一辺倒 
からはなれて"皆で楽しむ"こと 
を連盟のモットーとするつもりだ 
そのため、出場人員を制限せず 
運営も岐阜協の手をわずらわせな 
いで独自に処理したいと思う。 

経費は各チーム五千円を負担す 
る。なぉ来年からは女子のリ"7グ 
戰も実現する予定だ。 


巧 島； 516 桜 田 
菊 井 2-8 一宮南部 
▽同決勝 

® 島 S 疏 Nw)g 菊井 
▽女子準決勝 

蒲 郡 W - S 刈み南 
桜 由 U -7 1ち北部 
▽同決勝 

蒲郡 S な N い)7ぉ a 

(を〕モ運参加が数、男子が、女 
子が。. 

▼岳庫県中学大会 (8 月.巧石) 
▽巧子準決勝 

望 あ U — U 筒井台 
ホ 引 U —9 湊 


▽同決勝 



▽ホモ準決勝 

筒井ム n WI 9 湊 
茄 藻夢 野. 
▽同決聴 

^ 藻赛。 )1 筒井ムロ 
〔お願い】今月号から中学記録を 
掲載することにしました。当かの 
間、県大会の準々決勝な上の記録 
に限りますボふるって御寄稿下さ 


•記. □ ……日本協会の再編成 
•後-が行われた。 

•集.今春な来の"合議スタ 
•編-.ッフ制，ボ鹿され，巧事 
長制"ボ復巧した、とこう書けば 
波風は立つまいボ、関係者はこの 
時期になぜ機構の改正を行はねば 
ならなくなっ たかをに省すべきゼ 
と思う。 

□ 本誌は創刊55来巧巧の健 
をな発展を願いつづけて'来たと自 
負レている。.卒直のところ、本誌 
のが待にそむいて日本協会の活動 
はここ数年お調である。 

本誌をささえている全国のチー 
ム.プレィヤ—の 巧 力と 情熱の高 
まりに比し日本協をは一部のパ— 
卜を除いてまったく前進を遂げて 
いないといったら暴言に なろう か 
□ ……地方協会関係者にも問題は 
ある。例えば日本協会の発するア 
ン ヶートなどの 回を率の なんと 悪 
いことか。最近の"全日本各遇手 
権に関する アン ヶート"では蝴通 
の発信に巧して返信は僅か的通。 

を日本総合、国体などのプ日ッ 
クモ選結果も金地域から きちんと 
揃えられたこと ボない。今回の 刷 
新を機に斯界から「無責任•が定 
見」の二語をお化したいものだ。 
□ …杉山編集委員ボ理事として 
日本協を入りする。藤本.お山と 
協会側2名による本誌の編集は巧 
ましく あるまい。おい時期にをい 
人材を加えたいと考えている。 


田せ巧 M —9 大洋祐 
•1^ ラザーエ Y 1 全静.岡 

〔順化〕①田村お3戰全勝③ブラ 
ザーエ業2勝1敗®大洋銷®全静 
岡 

躁エ、枚方破り優勝 

▼第 S ! 回大阪高校総体ハンドボー 
ル (8 月•大阪府大〕 

▽男子準々決勝 

瞬- H 城東エ 
化 麗巧 —7 上 宮 
佐野エ 8—7 池 田 
化. 方巧—9 三国ヶ丘 
▽同準決勝 

巧 エじ — g 化 陽 
枚 方巧一1佐野エ 
▽同決勝 

界 H 巧(パ u ) s か方 


▽女子準々決聴 

大 お S —1 梅 巧 
住吉学園别—1池 田 
經見商日—3 化 淀 
春日を 9 1 3 八 尾 
▽同準決勝 

大 谷 711 住吉学園 

春日丘 ^-2 湾見商 

▽同決勝 ‘ 

大み日な uu )2 春日丘 

巧掛と真備勝つ 
▼第的回岡山県高校選手権 (8 月 
井原高〕 

▽巧モ準々決勝 

津山巧 t 4 天 城 
倉敷お U 1 9 倉敷エ 
矢 掛邑 义 
津山エ，巧— 4 操 山 
▽同準決勝 




歧阜で社会人リ—グ 

岐阜県下の社会人チーム関係者 
にょってかねてから構想ボわられ 
ていた「岐阜社を人ハンドボール 
リーグ」の発せが本みりとなり、 
主管者.岐阜社会人連盟(新誤〕 
からその日捏などボ発表された。 

それによるとリ I グ戦は参加 U 
チームを2部にせけ极阜巿民セン 
ターをを場に9月1日からの月の 
日までの巧日間(ウイ.—クデー夜〕 


にわたって行はれる。 

参加 チー ムは1部ボ常盤工業、 
日本耐酸場工業の両実業団をはじ 
め、かがり乂ク、化站ク、岐山ク、 
岐阜ク、ファンシ^~ •クの7チ ■ — 
ム。2部ボ鏡島 ィーグ ルス、歧阜 
化高ク、を帳阜南ク、長森ク、ま 
ク、本巧クの6 チーム。 

なおを長に山巧清か氏(常猫エ 
業社長〕、副会長に服部正氏、事 
巧局長に高島卓美巧ボ決まった。 


一32 — 










胸から出す、ノックする、會く .. 

S 菱ボールペン<ジャカ'一>は、すべてじ 
スキか‘ありません。 

スマートだデザイン、軽快なキャップ 
スライド、ムラのない書き咪 《ジャガー》 
は、行動的な若いあなたじ、ぴったりです 


ホ青‘悍なヤツ^— 

5；^わが一 

ん 兰菱ポ-ルペン 

¥20叫•¥1000.¥80日*¥500 










BROTHER 
す巧ザ = 

ブラザーエ業株式を社 

IaN 丰化’お古屋ホ巧巧区袖田进9の35 
、〇 TE L け 11)2 511 大代を 



「三ンゾーカ- 

「各種機器の総合メーカー」へ 






ブラザー は ミシンの 技 
術を母胎じ新製品の開 
発に努め、多角化を進 
めてまいりました。 
現在 ブラ ザーには、ミ 
シン、編機、事務機、 
家庭電器、工作機、楽器 

の 6 つの部門が ありま 
すが、いずれもその優れ 
た品質で、世界の市場 
をりー ドしております。 
ブラザーはこの成果に 
甘んじることなく、さ 
らに自社技術の開発と 
取り組み、各種機器の 
総合メーカーとして一 
段と飛躍すべく胎動を 
始めております。， 


日本ハンドボ I ル 協会 編 
『ハン ドボール』， 
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